






 

１．期  日   令和元年１１月１９日（火） 

２．研究主題   

 
 
 

３．日  程   

 

４．生徒による研究発表  

 
５．全体会（直川⼩ふれあいホール 15:20〜16:30） 
   （1）開会の言葉 
   （2）主催者あいさつ 
   （3）来賓あいさつ 
   （4）来賓並びに関係者紹介 
   （5）研究の概要・協議 
   （6）指導・講評（大分県教育庁義務教育課 指導主事） 
   （7）学校⻑謝辞 

(8) 閉会の言葉 

13:10〜13:30 13:30〜13:40 13:40〜15:10 15:20〜16:30 

受 付 
説明・移動 

（多目的室） 
生徒による研究発表 

（図書室） 
全体会 

（ふれあいホール） 

学年・教科 内 容 

総合的な学習 
の時間 

1･2･3 年 
（縦割サークル） 

１サークル：未来の直川の福祉と税の使いみちについて提言しよう。 
２サークル：ふるさとの森林を守るための森林環境税について提言しよう。 
３サークル：「日本を元気にするふるさと納税」について調べてみよう。 
４サークル：中学生の日常を奪う災害と税の関係について考えよう。 
５サークル：観光客から集める税と佐伯市の税収を増やす方法について、考えよう。 

平成３０年度・令和元年度 大分県租税教育推進協議会委嘱 

租税教育公開研究発表会 



あ い さ つ 
 
 
 

 本日は、公私共にご多用の中、本校の租税教育公開研究発表会に多くのご臨席を賜り、心より感

謝申し上げます。 
 本校は、平成３０・３１（令和元）年度の２年間にわたり、大分県租税教育推進協議会より、租

税教育研究校の委嘱をうけ、関係各位のご指導のもと研究・実践に取り組んでまいりました。 
 さて、教育をめぐる社会の動向に目を向けますと、急速なグローバル化に伴う高度情報化や技術

革新は、私たちの予想をはるかに超えるスピードで進んでいます。このような社会を生きていく子

ども達には「今の社会をどのように生きるか」だけでなく、情報や情勢、社会の出来事を受け止め

「何が重要かを主体的に判断しながら、社会をどう描くかを考え、多様な他者と協働して課題を解

決していくための力をつけること」が強く求められています。 
 このような中にあって、次代を担う子ども達が、国の基本である税の役割や、納税者の権利・義

務を正しく理解し、国や社会の在り方を主体的に考える機会を得ることは、自分の将来像と真摯に

向き合える自尊心を培うことや、よりよい社会や未来を切り拓く主体者になっていくことにつなが

るものと考えます。 
 本県の租税教育は、長年この教育課題に正面から取り組み、多数の小・中学校の研究指定校が、

貴重な研究成果を実践として残してきています。本校においても、これまでの研究指定校の研究成

果を踏まえるとともに、本校の実態、地域との協働に照らして研究を進めてまいりました。 
 本校の研究推進のフィールドは、学校教育活動全体を通したものであることは言うまでもありま

せんが、重点的に取り組んでまいりましたのは、各教科の目標に沿った主権者教育や消費者教育、

公徳心や社会連携の自覚を高め、持続可能な社会の実現（ＳＤＧｓ）を考えさせる道徳科、ならびに、

租税について地域やふるさと直川の現状に触れながら多面的・多角的に探求し、発展させていく総

合的な学習の時間であります。 
 ２年間のささやかな取り組みですが、研究が進むにつれ、持続・継続すべき視点や、未来を担っ

て行く立場に立った新たな課題にも、気づきを見いだしています。本校といたしましては、多くの

皆様の率直なご意見をいただきながら、今後の研究や教育活動に生かしていきたいと思います。 
 最後になりましたが、本研究会を開催するにあたり、熱心にご協力・ご支援をいただきました大

分県租税教育推進協議会、大分県教育委員会・佐伯教育事務所・佐伯市教育委員会の指導主事の皆

様方、親身になってお世話いただいた大分税務署の広報広聴官の皆様、佐伯税務署の皆様をはじめ

関係諸機関並びに各位に心より感謝申し上げ、あいさつといたします。 
 
 令和元年１１月１９日 

 佐伯市立直川中学校 
校 長  柳井 雅子 



学 校 ・ 地 域 の 概 要 
 

 
現在の佐伯市は、平成１７年３月に旧佐伯市・上浦町・弥生町・本匠村・宇目町・直川村・鶴見町・

米水津村・蒲江町の１市８町村が合併し、九州最大面積の市として誕生した。 
当直川地区は、佐伯市西部に位置し、久留須川に沿って国道１０号線と日豊本線が平行して南北に

縦断しており、古くから交通に恵まれていた。地形は、林野面積が約９０％を占めており、平地は約

１０％に過ぎず、河川に沿って耕地が開かれ水田が大半をしめている。 
平成１７年の合併当時、人口約２,９００人、１００４世帯だったが、平成３１年度３月末の調査

では、人口の約２８％が減少し、現在約２,１００人となっている。また、高齢化率は５０％を上回

った。そんな中、直川地域では「人と地域がささえあい 安心と活力に満ちた里 直川」をキャッチ

フレーズに『なおかわ安心プロジェクト』『なおかわ活力プロジェクト』を掲げ、地域が一体となっ

て様々な活動を推進している。  

プロジェクトの一貫として、毎年７月に行われる「かぶとむし木登り大会」は、恒例行事として定

着している。佐伯市内のみならず、遠く県外からも多くの来場者を集め賑わっている。その他、農家

民泊（グリーンツーリズム）では、台湾、タイ、中国等の学生を受け入れており、直川小・中学校で

も文化交流などを重ねている。また、「憩いの森キャンプ場」や「鉱泉センター直川」などの観光施

設の来場者や利用者を誘致するなど、定住人口の減少を「交流人口・関係人口」を増やすことで、地

域に活力を生み出している。 

本校は、戦後まもない1947（昭和22）年5月17日に新制中学校として開校した。1951（昭和26）

年の村合併により「直川村立直川中学校」と改称。さらに1991（平成3）年には平成の大合併により、

その名を「佐伯市立直川中学校」として、現在に至る。また日々、生徒たちが斉唱している直川中学

校の校歌は 1964（昭和 39）年１０月４日に、作詞平井真寿美さん、作曲松尾英一さんにより制定さ

れ、2017 年（平成 29 年）に開校 70 周年を迎えた。人間で言えば「古希」を過ぎ、その歴史を刻ん

でいる。 

現在は各学年１クラス、全校生徒２６名である。小中一貫教育を掲げ、本年度からコミュニティ・

スクールとして新たにスタートを切った。「子どもは地域の宝」という意識が高く、総じて教育に対

する関心や期待も高く、学校教育活動にも協力的である。 （直川村基本構想・総合計画他 参照） 
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Ⅰ 研究の概要 
 
１．学校教育目標と租税教育研究主題  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２．主題設定の理由   

（１） 学校教育目標から 

本校では、学校教育目標を「友や地域と協働しながら学びに向かい、自信と創造力をも

って『表現』できる生徒の育成」とし、協働をキーワードに「生きる力」の育成を中核に

据えて、教育活動に取り組んできた。また、隣接する小学校と連携した、小中一貫教育を

平成17年度から推進してきており、地域に開かれた特色ある学校づくりに力を入れてきた。

本年度からは、本格的にコミュニティ・スクールを発足させ、更なる地域との協働・連携

をめざしている。「いつも子どもがまん中」を合い言葉に、家庭や地域と協働し学びを深め

ながら、ふるさと創生を担う※グローカルな生徒として、たくましく成長する姿を願って

いる。 

※ローカルで･･･ （郷土愛、郷土に貢献する態度を持つ） 
グローバルな･･･（国際理解、「コミュニケーション力」、「論理的思考力」「シミュレーション力」 

「プレゼンテーション力」を身につけていること） 
このような教育活動を進めてきた中、大分県租税教育推進協議会から「租税教育研究校」

の委嘱を受け、学校教育目標と租税教育との新たな関連を探りながら、2 カ年に渡る研究を

推進してきた。 
 

（２） 生徒の実態（租税教育に関する生徒の実態） 

本校の生徒は、総じて明るく規律ある学校生活を送っている。地域行事やボランティア

活動等にも積極的に参加し、学年の枠を越えて協働する姿が日常の中にあふれている。一

方で、幼稚園の頃から固定化された少人数集団の中で育つこともあり、発達段階に伴って

変化する人間関係の築き方に戸惑いを感じ、自分に自信が持てず進路や自らの将来像に対

して不安を抱えている生徒もいる。 
生徒の税金に対する意識は、主にマスコミや情報メディア・学校の社会科授業・家庭で

の会話等を通して形成されていると考えられる。特に最近は、厳しい財政状況や年金をめ

ぐる問題、消費税等の話題がマスコミで頻繁に取り上げられ、生徒も「税金」という言葉

を耳にする機会が多くなっている。一方で、消費税については知っているものの、他の税

金の種類やしくみ、またその税金が生活の中でどのように使われているか等についてはほ

とんど意識しておらず、「税金をとられる」といったマイナスイメージを持っている生徒も

いた。 

学校教育目標 

友や地域と協働しながら、学びに向かい、                                         

自信と創造力をもって「表現」できる生徒の育成 

重点目標 ①協働しながら自分の課題を解決しようとする生徒の育成 

②自信と創造力をもって「表現」できる生徒の育成  

租税教育研究主題 

友や地域と協働しながら、自ら主体的に 

社会に貢献しようと努力する生徒の育成 
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そのため、税金の役割と納税の重要性を理解し、これからの自分の在り方と税金につ

いて考えることは、社会の一員としての自覚を高め、社会をよりよくしていこうとする

資質と気概を持ち、主体的に行動できる社会人として成長していくために是非必要であ

ると考えられる。 
そこで、協働しながら学びに向かうことや課題を解決していく力、自信と創造力、自

分の意見を自分の言葉で堂々と表現できる力を着実に高めていくことで、よりよい社会

の一員として自分の考えをしっかり持ち、自ら主体的に判断し、行動する生徒が育つと

考え、本主題を設定した。 
 

（３） 各学年の租税教育の目標 

       本校は「本校独自の学力向上プラン及びその他の特色ある活動を統合化する教育活動

の総称」として「ＮＡＯＳＴＹＬＥ」という概念を用いている。さらに昨年度の重点目

標「学びの積み重ねを活用に結びつける力を身につけた生徒の育成」を経て、本年度は

「協働しながら自分の課題を解決しようとする生徒の育成」「自信と創造力をもって『表

現』できる生徒の育成」を掲げ、めざす生徒像を明確にしてきた。このようなめざす姿

を「租税教育」の視点から見直し、さらに学年目標に整理したのものが以下の表である。 

 
 各 学 年 の 租 税 教 育 の 目 標 

1 学年 

知 識 

税について興味関心を持ち、さまざまな知識や情報を収集して、自分たちの

生活に活かしていこうとする態度を養う。 
２学年 

態 度 

税について興味関心を高め、その有効利用についての知識や情報を活用して、

自主的に社会に貢献できる態度を養う。 
３学年 

表 現 
税について興味関心を広げ、持続可能な社会の形成者とし最善策を創造、発

信し、表現する主体的な態度を養う。 
 
３．租税教育研究内容 

 
    ① 租税アンケートの実施と分析 

      ② 教科：各教科の目標に沿った関連指導と協働学習 

    ③ 道徳：公徳心、社会連帯の自覚を高め、持続可能な社会の実現（ＳＤＧｓ） 

    ④ 特別活動：租税教室や「税の作文」など、社会の一員としての自覚を高める活動。 

    ⑤ 総合的な学習の時間：体験活動を通じて、主体的、創造的に取り組む諸活動 

（直川塾 林業体験 職場体験 福祉体験 プレゼン発表） 

 

     
   （1 年生：道徳科授業）   （1 年生：林業体験） （3 年生：第２回直川塾） 
 

   
 （租税作文表彰式 H31）   （2 年生：職場体験）   （租税作文表彰式Ｒ1）    
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４．研究の全体構想図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
友や地域と協働しながら、学びに向かい、                           

自信と創造力をもって「表現」できる生徒の育成 

学校教育目標 

 
①夢に向かって、本気で自

分を磨く生徒 
②生きて働く「知識・技能」

を身につけた生徒 
③心優しく、人を大切にす

る態度がとれる生徒 
④健康でたくましい体と

心を持った生徒 
⑤学びに向かう力を身に

つけた生徒 

めざす生徒像  
○明るく素直な生徒が多

い 
○学校や地域行事等に積

極的に取り組む 
○自分の意見を自信をも

って発表することがで

きない 
○基本的生活習慣が身に

ついていない生徒が少

なからずいる 

生徒の実態 

 
「次代を担う児童・生徒が租税の意義や

役割を正しく理解し、租税を通じて社会

や国の在り方を主体的に考えることがで

きるよう、健全な納税者意識を養わせる」 
 

-大分県租税教育推進協議会の目的より- 
 
 

大分県の租税教育のねらい 

 
友や地域と協働しながら、自ら主体的に 

社会に貢献しようと努力する生徒の育成 

研究主題 

 
○租税教室 
○職場体験学習(学年) 
○租税に関する意識調査

（生徒・保護者・地域） 
○課題探求の協働学習・ 

(学年縦割り Zero サー

クル活動) 
 

 
○社会科（税務署との連携） 
 ２年：歴史 
 ３年：公民 
○家庭科（消費者の立場） 
 身近な生活と租税 
○国語科（租税作文、標語） 

 
○相互理解・寛容 
○遵法精神・公徳心 
○勤労 
○社会参画・公共の精神 
○郷土の伝統と文化の尊

重・国を愛する態度 

各プロジェクト・チーム（PT）の活動目標 

【学ぶ意欲を向上させる授業改善】 

   【共感的人間関係づくり】 

   【健康課題の解決と体力向上】 

主な内容項目 知識・技能(表現)の育成 実 践 

 
① 租税・納税に関する正しい知識と理解 
② 社会に積極的に参画し、よりよい未来を築こうとする意欲と態度 
③ 学びの積み重ねを自分の将来に活かし、それを主体的に友や社会に伝えて

いこうとする表現力  

租税教育を通してつけたい力（資質・能力） 

道徳科 教科の時間 総合的な学習 
の時間 

特別活動 

学びに向かう PT  共感的人間関係づくり PT  健康・安全・体力向上 PT 
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 ５．研究組織図（租税教育） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                  
                  
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
・予算の管理 

・送付文書等の 

 管理 
 

渉外事務（教頭） 

校  長 

２年次の探求活動 

 
・各学年の総合的な時間と租

税教育とを関連させながら

計画・実施 
・学年の枠を解いた,縦割り班

編制（ZERO サークル） 
 
 

指導・助言 

講師派遣等 

 
全体研究・研修 

各プロジェクトチーム（PT） 

 

 

 

租税教育推進担当 

研究主任 

プロジェクトリーダー 

・租税教育に関する推進企画
実践研究 

研究推進委員会 

 
・大分県教育委員会 

・佐伯市教育委員会 

・大分県租税教育 

    推進協議会 
 

研究計画・内容等 
の提案 

 
・租税に関する教材を

ピックアップして

年間の授業計画立

案・実践 
   

教科･学年部会 

特活・総合ＰＴ 
（租税教室・展示発表） 

 
①租税教室企画運営 
（７月、１２月） 
②税務署訪問企画運営 
（１０月） 
③文化祭にて租税教育展示 
 「税の使われ方」という観

点でこれまでの体験活動を

見直し、文化祭で展示発表 
１年「林業体験」 
２年「職場体験」 
３年「直川塾」  
 
④文化祭租税教育発表 
（１１月・３年） 
 
⑤総合的な学習の時間との 
関連・一年間のまとめ（３月） 
 １年「林業体験学習発表」 
 ２年「青雲式」 
 ３年「卒業プレゼン」  

調査・資料ＰＴ 
（租税アンケート・掲示） 

 

①租税アンケート実施 
→結果分析 

（６月１２日）（１２月１１日） 
②租税コーナー設置と掲示物 
作成 

（６月中設置後、適宜更新） 
③保護者への通信（記録とともに） 
（月１回） 
 

教 頭 

授業研究ＰＴ 
（教科・道徳） 

 
① 年間指導計画見直し作成 
 租税教育の観点からの教

科･道徳科を見直し関連を

確認  
  
②道徳互見授業実施 
（７月、１０月） 
 １年「社会生活と決まり」 
 ２年「遵法精神」 
 ３年「社会貢献」 
③国税庁授業実施 
（９月） 
 １年「カニ博士」 
 ２年「カニ博士」 
 ３年「アナザーワールド」他 
           
④社会科授業実施 
（１１月） 
 ３年「税の使い方」 
⑤国語科授業実施 
（７月） 
 １年～３年夏休み 
「税についての作文」 
「税の標語」（文化祭展示） 
⑥他教科との関連 
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６．租税教育の年間指導計画 

 
月 １年生 ２年生 ３年生 

４ ・オリエンテーリング 

・身近な生物の観察（理科） 

 

・オリエンテーリング ・オリエンテーリング 

・「花」（音楽） 

・「花の街」（音楽） 

５ ・外国の音楽や文化、社会状況につい

て話し合う（音楽） 

・浜辺の歌（音楽） 

・ふれあい直売所（道徳） 

・環境に配慮した食品の選択と調理 

（家庭） 

・直川塾第一講座（行政の役割） 

・No Charity,but a Chance!（道徳） 

 

６ ・文字を使った式（数学） 

 

・印象に残る説明をしよう（国語） 

・連立方程式の利用（数学） 

・夏の思い出（音楽） 

・明治維新の三大改革（社会） 

・海と空（道徳） 

・直川塾第二講座（ふるさとの産業） 

・直川塾第三講座（グローカルへ） 

・仕事とエネルギー（理科） 

・戦後の改革（社会） 

・自分・相手・周りの人（道徳） 

７ ・第 1回租税教室（総合） 

・あったほうがいい？（道徳） 

・第 1回租税教室（総合） 

・美しい鳥取砂丘（道徳） 

・第 1回租税教室（総合） 

・「伝わる」表現について考えよう 

（国語） 

８    

９ ・奈良時代の人々の暮らし（社会） 

・方程式の利用（数学） 

・租税に関する書写に取り組もう 

（国語） 

・Field Trip（英語） 

・水溶液（理科） 

・京都市景観条例の取組（社会） 

・一次関数の利用（数学） 

・租税に関する書写に取り組もう 

（国語） 

・租税に関する書写に取り組もう 

（国語） 

・二通の手紙（道徳） 

・公園に桜を（道徳） 

10 ・使っても大丈夫？（道徳） 

・商品の選択と購入（家庭） 

 

・行動する建築家（道徳） 

・さよなら、ホストファミリー（道徳） 

・地域の食材を知る。（家庭） 

・税務署訪問（総合） 

・Place to Go, Things to Do（英語） 

・政府の経済活動と租税（社会） 

・化学電池（理科） 

11 ・調べたことを報告しよう（国語） 

・公平と不公平（道徳） 

・回路と電流・電圧（理科） 

 

・持続可能な社会の形成（社会） 

・租税教育 1年次のまとめ発表（総合） 

・We can change our world（英語） 

・日本の伝統音楽「羽衣」 

12 ・第２回租税教室（総合） 

・日本の民謡（音楽） 

・第２回租税教室（総合） 

・My Dream （英語） 

・日本の伝統音楽「勧進帳」（音楽） 

・オーストリアのマス川 

・第２回租税教室（総合的な学習） 

・子どもと家族や周囲の人々（家庭） 

１  ・ダショー・ニシオカ（道徳） 

・門掃き（道徳） 

・たいせつなエネルギー資源（理科） 

２  ・気象観測（理科） ・卒業プレゼン（総合） 

３ ・度数分布（数学） 

・役に立つことができるかな（道徳） 

 ・標本調査（数学） 

 

学

年

目

標 

税について興味関心を持ち、様々な知

識や情報を収集して、自分たちの生活

に活かしていこうとする態度を養う。 

税について、興味関心を高め、その有効

利用についての知識や情報を活用し

て、自主的に社会に貢献できる態度を

養う。 

税について興味関心を広げ、持続可能

な社会の形成者として最善策を創造、

発信し、表現する主体的な態度を養う。 

 
 
 
 － ５ －



 Ⅰ 研究の概要  

７．年間研究推進計画及び経過 

 
 佐伯市立直川中学校（平成３０、３１年度委嘱校） 租税教育研究推進状況報告 
 

 
行 事 名 

 
実施時期 

 
実施結果の概要 

 
租税教育研究推進委員会 

 
 ４月１１日（水） 

 
租税教育研究推進体制・取り組み内容について 

 
租税教育研究委嘱校説明 
 

 
 ４月２４日（火） 
 

 
 租税教育研究委嘱校についての説明受け 
（税務広報広聴官等３名来校） 

 
校内研究 

 
 ５月１６日（水） 

 
租税教育研究の１年次活動計画 
 

 
校内研究 
PT（プロジェクトチーム）会議 

 
 ５月３０日（水） 
 

 
 租税教育 PT（プロジェクトチーム）編成 
「研究主題」決定 

 
租税教育紹介プレゼン 
第１回租税アンケート 

 
 ６月１１日（月） 
 

 
全学年を対象に、研究主任が租税学習プレゼン全
校で「租税学習」の意義目的を共有 

 
第１回租税教室の講師との
事前打ち合わせ 

 
 ６月２８日（木） 
 

 
第１回租税教育の講師来校。事前打合せ 
（南九州税理士会佐伯支部：清家大輔氏） 
（佐伯税務署より担当者来校） 

 
第１回租税教室 

 
 ７月１１日（水） 

 
第１回租税教室実施（全学年対象） 

 
「税の作文」月間取組 
 

 
 ７月１１日～ 
 ８月２７日 

 
※夏季休業を活用し「第１回租税教室」の学びから
「税の作文」に取り組む（全学年対象） 

 
校内研究 
PT（プロジェクトチーム）会議 

 
 ９月２６日（水） 
 

 
各 PT の進捗状況報告、今後の取組の確認 
 

 
佐伯税務署訪問 

 
１０月 １日（月） 

 
佐伯税務署訪問（３年生） 

 
「税の作文」表彰 
 

 
１０月２９日（月） 
 

 
佐伯税務署長来校の上、表彰式 
佐伯税務署長賞 ２年生：下川あおい 
佐伯医師会長賞 ２年生：増尾有花 

 
租税教育学習成果発表 
 

 
１１月 ３日（土） 
 

 
「直川中学校文化祭」にて学習成果発表 
３年生：プレゼン 租税標語展示（全学年） 

 
租税教育特設授業 
 

 
１１月２０日（火） 
 

 
全学年を対象に国税庁作成「ご案内します。アナザ
ーワールド」視聴。内容について意見交流 

 
第２回租税教室 
 

 
１２月 ３日（月） 
 

 
大分財務事務所による「財政教育プログラム」 
実施。各班のプログラム案をプレゼン発表 

 
 
 
 
 
 － ６ －
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第２回租税アンケート 

 
１２月１１日（火） 

 
「第２回租税教室」の学びを経て            

 
ビジネスチャレンジ学習 
 

 
１２月１９日（水） 

 

 
野村ホールディングス（酒井賢一氏）を講師に起
業と投資からグループワークで税を考えた。 

 
卒業プレゼン発表 
（３年生） 
 

 
   ２月２８日（木） 
 

 
総合的な学習や租税教育他、学びの積み重ねを
自分の将来に重ねた内容で、保護者や地域の方
々を招き、３年生一人一人がプレゼン発表した。 

 
青雲式（２年生） 
総合学習発表（１年生） 
 

 
   ３月 ４日（月） 
 

 
総合的な学習や租税教育他、学びの積み重ねを 
各学年の学習段階に応じて成果をまとめ、保護
者に向けてプレゼン発表した。 

 
校内研究 
PT（プロジェクトチーム）会議 
 

 
３月２０日（水） 

 

 
１年次の「租税教育」取組に関するまとめ・振
り返りと、２年次の研究推進計画の検討 

 

平成３１年度（令和元年度） 租税教育研究推進状況報告 

 
行 事 名 

 
実施時期 

 
実施結果の概要 

校内研究 
PT（プロジェクトチーム）会議 

 
  ４月 ３日（水） 

租税教育 PT（プロジェクトチーム）会義 
新研究推進体制編成・２年時研究の取り組み 

租税教育研究委嘱校訪問 
（２年次）説明 

 
  ４月２３日（火） 

租税教育研究委嘱校２年時次の説明・打合せ 
（税務広報広聴官等３名来校） 

校内研究 
PT（プロジェクトチーム）会議 

 
  ５月１４日（金） 

租税教育研究の１年次経過報告・２年次の研究
推進計画確認 

佐伯市租税教育推進協議
会定期総会 

 
  ５月２７日（月） 

 
佐伯税務署にて 

PT（プロジェクトチーム）  ５月３１日（金） 「Zero・サークル」全校提案・説明 
「Zero・サークル」⇒各サークル活動スタート 

第３回租税アンケート ６月１７日（金） 税に関するアンケート（意識調査） 
租税教育集会 ６月１９日（水） 租税教育推進班「Zero・サークル」目標決定 
 
第３回租税教室 

 
７月１１日（木） 

第３回租税教室実施（１年生、２・３年生） 
（南九州税理士会佐伯支部：清家大輔氏） 

 
「税の作文」月間取組 

  ７月２９日～ 
  ８月２３日 

※夏季休業を活用しこれまでの「租税教育」の
学びから「税の作文」に取り組む（全学年対象） 

PT（プロジェクトチーム）会議   ９月１８日（水） 「Zero・サークル」進捗状況報告 
 
佐伯税務署訪問 
 

 
９月３０日（月） 

 
佐伯税務署訪問（３年生） 

 
第４回租税教室 

 
１０月２１日（月） 

 
第４回租税教室実施（全校対象・Zero サークル） 
（佐伯市選挙管理委員会事務局より２名来校 

 
「税の作文」表彰 

 
１１月 ６日（水） 

 

 
佐伯税務署長来校の上、表彰式 
佐伯市薬剤師会長賞 ２年生：木許千遥 

 
租税教育公開研究発表会 

 
１１月１９日（火） 

 

 
平成３０年・令和元年度 
大分県租税教育推進協議会委嘱 
 

－ ７ －



 

 

 

研究の実践 
    
 
 

 

１．総合的な学習の時間との関連 

 

     （1） 「総合的な学習の時間」年間指導計画 

（2） 学校を核としたふるさと創生事業に係る 

「付けたい力」一覧 

（3）  租税教室について   

     （4） 各学年の年間指導計画 

（5）  実践資料 
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   令和元年度（平成３１年度） 「総合的な学習の時間」年間指導計画         佐伯市立直川中学校  
学年 主 題 ４月 ５月 ６月 ７月 ８・９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 
１年 地域と人の生き

方を知ろう  
～直川の地域おこ
しをプレゼンで提
案しよう～ 
(年間 50 時間) 

           

２年 人の生き方に学

び、自分の将来

の姿を描こう  
～働くことの意
義や課題につい
て調べ、プレゼン
で発表しよう～ 
(年間 70 時間) 

           

３年 グローバルな視

点 か ら 地 域 ･ 世

界･自分の生き方

について考えよう  
～｢世界・地域の
中での自分の生
き方｣について卒
論プレゼンをし
よう～ 

(年間 70 時間) 

           

   
 
 

   

 

   

 

【最終課題】 卒論プレゼンをしよう ～直川のこれからを考え、自分の未来設計図を描こう～ 

中
間
発
表
Ａ 

基礎学習→課題設定→資料収集→考察→まとめ 

◆直川に生きる人に学び、進路につい

て考える （25ｈ） 

○資料による学習      

○｢直川塾｣講話Ⅰ     

○｢直川塾｣講話Ⅱ     

○｢直川塾｣講話Ⅲ     

○レポートまとめ      

○ＩＣＴ機器学習・発表  

福
祉
体
験
学
習 
６ 

◆地域の内外に目を向けて生き方

を考えよう （27ｈ） 

○ＡＰＵ学生との国際交流   

○SYDS 講演  

○地域の中でともに活動する」 

○直川でグローバルに生きる人に学ぶ。 

○まとめ  

中
間
発
表
Ｂ 

基礎学習→課題設定→資料収集→考察→まとめ 
課題設定→資料収集→考察→まとめ 

◆卒業プレゼンをしよう （18ｈ） 

○いのちの授業  

○未来設計図を描こう。 

○プレゼンまとめ   

○感謝の思いを表そう。 

○巣立ち運動 

卒
論
プ
レ
ゼ
ン 

【最終課題】 人の生き方についてプレゼンしよう ～｢職業と人の生き方から自分の将来を考える｣～ 

市
内
企
業
訪
問  

◆職業について調べ、働くことの意義 

や課題を知る (15h) 

○班ごとに職業を選び、働くことの意義や

やりがい、課題について調べる 

○地域講師の講話 

○職業体験講話 

○職業について調べたことをポートフォリ

オにまとめる 

◆職業体験や日本の伝統文化の学

習から人の生き方を考える (21h) 

○職業体験学習の体験をもとに、職業の

特色や必要な経験・資格･免許･学歴等

について調べる 

○日本の文化財に関連する代表的な人物

の生き方について調べまとめる→修学

旅行でのインタビュー活動 

 

職
場
体
験
学
習
６ 

◆職業や人の生き方についてプレゼ

ンで発表する (18h) 

○中間発表として文化祭で職場体験新聞

および自主研ポートフォリオを展示 

○図書館や映像などで情報収集し、考え

を深化させる。 

○班ごとに調べたことを発表する 

○高等学校訪問 

最
終
プ
レ
ゼ
ン 

ローカル 
から 

グローバ 
ルへ 

◆資料や講話から地域おこしを考え

る (12h)  
○班ごとにテーマを設定し資料を 
もとに直川について調べる 

○林業講話を聞く 
○講話をもとに地域や産業の活性
化について意見を出し合う 

○思考ツールの活用法を知る 

林
業
体
験
学
習 

８ 

◆林業体験から地域おこしを考える (18h) 

○林業体験をもとに、地域の産業に結びつけ

て考える 
○調査した内容を文章や図、グラフにまとめ

る。 
○思考ツールを用いて地域おこしの方法に

ついて考えを出し合いまとめる。 
○ＩＣＴ機器とプレゼンについて学ぶ 

中
間
発
表 

◆地域おこしをプレゼンで振興局に提

案する (12h) 

○中間発表を発展させてプレゼンづく

りをする 

○班ごとの地域おこしの方法について

発表する 

○意見感想をもとに、自分の考えをまと

める 

最
終
プ
レ
ゼ
ン 

【最終課題】 直川の地域おこしをプレゼンしよう ～｢林業体験から地域おこしを考える｣～ 
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学校を核としたふるさと創生事業に係る「付けたい力」一覧                          佐伯市立直川中学校  

学年 １ ２ ３ 

テーマ、単元名 
地域と人の生き方を知ろう 

 
人の生き方に学び、自分の将来の 

姿を描こう 
グローバルな視点から地域･世界･自分の

生き方について考えよう 

探究課題 
直川の地域おこしについてプレゼンしよう 

～｢林業体験から地域おこしを考える｣～ 

 

人の生き方について学び考えたことを

プレゼンしよう～｢職業と人の生き方

から自分の将来を考える｣～ 

卒論プレゼンをしよう 

～「直川のこれからを考え、自分の 

未来設計図を描こう」～ 
視点 資質・能力が身についた生徒の姿  

何を理解している

か，何ができるか 
（生きて働く「知

識・技能」の習得） 

知識・技能 

・ 林業体験講師の講話をもとに、直川地区の 

産業や地域の活性化などの地域おこしを考 

えることができる。 

・ 体験や調査を通して地域の産業について 

理解を深め、情報を比較・関連付けるなどの 

技能を使って、直川の地域おこしについて 

考えることができる。 

・職業について考え、自分の将来の姿を描 

くとともに、職場での体験を通して職業 

の意義がわかる。 
・人の生き方をテーマとして、学んで得た 
情報を多面的に考えまとめるなど、探求 
の過程に応じた技能を身に付けている。 

・地域や世界について３年間をかけて学んだ 
ことから、地域活性化に関わる人々の、思 
いや願いがわかる。 

・私たちにできることは何かについて、将来の
展望を持ってプレゼンテーションし、情報発信
や表現に結びつける技能を身に付けている。 

理 解 し て い る こ

と・できることをど

う使うか 
（未知の状況にも

対応できる「思考

力・判断力・表現力

等」の育成） 

課題の設定 〇ふるさと（直川）と社会との関わりを考えて課題を見いだし、解決の方向性や手段を考え、見通しをもって追究している。 

情報の収集 〇目的に応じて手段を選択しながら情報を収集し、課題解決に必要な情報を取捨選択している。 

整理・分析 〇複雑な問題状況における事実や関係について、事象を比較したり因果関係を推論したりして理解し、視点を定めて多様な情報を分析している。 

まとめ・表現 〇調べたり考えたりしたことを相手や目的，意図に応じて論理的にまとめ、表現している。 

ふり返り 〇学習の仕方や進め方をふり返り、学習や生活に生かそうとしている。 

どのように社会・世

界と関わり，よりよ

い人生を送るか 
（学びを人生や社

会に生かそうとす

る「学びに向かう

力・人間性等」の涵

養） 

主体性 〇課題に誠実に向き合い、解決に向けて探究活動に進んで取り組もうとしている。 

自己理解 〇自分のよさを生かしながら探究活動に向き合い、責任をもって探究活動に取り組んでいる。 

内面化 〇探究的な課題解決の経験を自己の成長と結びつけ、次の課題へ積極的に取り組もうとしている。 

協同性 
（協働性） 〇課題解決に向けて、互いの特徴を生かして協同的に探究活動に取り組んでいる。 

他者理解 〇異なる意見や他者の考えを受け入れながら、探究活動に向き合い互いを理解しようとしている。 

地域貢献 〇ふるさと直川と自分・社会・世界とのかかわりを考えながら、積極的にふるさと直川の活動に参加しようとしている。 
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Ⅱ 研究の実践 
 
（３）租税教室について（４回実施） 

 

   目 的：① 税のしくみや役割を身近に感じさせることで、税金の大切さを考える。 

       ② 自分たちの社会が税金によって支えられていることを知ることで、納税の義務が

意図する、公平な税負担の仕組みや、税金の使われ方について理解させる。 

       ③ 税制度を学ぶことは、「将来の自分たちの生活や社会」を学ぶことに直結している

ことを理解させる。 

 

平成３０年度の取り組み 

 ○第１回租税教室（平成３０年７月１１日） 
    第１回目の租税教室は、南九州税理士会の税理士「清家大輔」氏を講師としてお

招きし、全校一斉に学んだ。事前の取り組みとして、６月１１日に租税教育に関す

る全体学習を開いており、その時に実施した「税に関するアンケート」の集約内容

をもとに、わかりやすく丁寧に講義をして下さった。租税の仕組みや大切さについ

て考えることにつながり「豊かで安心できる暮らしを実現するために、税金がどの

ように使われているか」といった、税の役割や必要性を楽しみながら理解できた。 

 

  
  

 ○第２回租税教室（平成３０年１２月３日） 
    第２回目の租税教室は、財務省九州財務局大分財務事務所より２名の講師の他、

大分税務署の広報公聴官をお招きし、グループワーク形式を取り入れながら学んだ。

「日本村の予算を考えよう！」というテーマで、治安・医療・教育などの現状分析

をもとに、協議を進めた。    

架空の日本村の予算編成をする過程では、歳出や税収の移り変わりなどに着目し

「今後、どのようにして資金（お金）を集め、そのお金をどのように使えば、日本

村の未来をよりよくできるか」をシミュレーションしながら、財政の仕組みや税金

の有意義な使われ方などについて、学習を深めることができた。 
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 令和元年度の取り組み 
 

○第３回租税教室（令和元年７月１１日） 
   第３回目の租税教室は、２時間枠で実施した。１時間目は、租税教室が初めてとな 

る１年生に対して、南九州税理士会の税理士「清家大輔」氏が講師となり、租税のし 

くみなどを丁寧に解説して下さった。２時間目は全校生徒を対象に、「税金の集め方と 

使いかた」について縦割り班活動で、ワークショップを実施。税金の公平な使い方を 

考えながら、「公平」とは、誰・何に対して、どのように使うことが大事なのか、また 

誰もが納得する税の使い方には、幾通りも可能性と方向性があるということに気づき、 

考えを深めていくきっかけとなった。 

 

     
 

○第４回租税教室（令和元年１０月２１日） 
   第４回の租税教室は、全学年で「主権者教育」を受講した。今回は「集められた税

をどのように使うのか、その使いみちを決定する予算に関わる代表者（国会議員や地

方議会議員）を選ぶ選挙の仕組みとあり方」について学んだ。 

私たちのより良い生活や社会福祉の充実、高齢化社会に向けた安心できる社会の実

現のためには、租税を中心とする財政政策が重要であり、その政策決定に直に関わる

政治家を選ぶ選挙は、最も大切な主権者としての権利であり義務であるということを

佐伯市選挙管理委員会事務局の方々をお招きし、詳しく学んだ。 

 

 主 権 者 教 育 の 内 容 

ステップ① 選挙制度について 「佐伯市」を例にして、税金の使い途を決め

る政治家を選ぶ選挙について学ぼう。 

ステップ② グループワーク 「若者の投票率」を上げるためにアイディア

を出そう！ 

ステップ③ 模擬投票 「投票から開票まで」を体験しよう。 

まとめ  ※アイディア使用権を佐伯市に委譲する。 
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令和元年度（平成 31 年度）総合的な学習の時間 中学校１学年年間指導計画（年間 50 時間） 直川中学校第１学年 
１ 主題名    ｢地域と人の生き方を知ろう｣ 
２ 活動内容  ・地域の産業調べ ・林業体験学習 ・地域おこしプレゼン 
３ 活動計画 
月 4 月 5 月 6 月 7 月 8・9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 
 
 
 
 
 
 

展 
 
 
 

開 

 
 

 

 

 
 
〈目標〉林業体験講師の講話をもとに、直川地区の産業や地域の

活性化などの地域おこしを考えることができる 

〈付けたい力〉①課題設定・情報収集・整理分析・まとめ表現 

   ②将来設計力・意見表明 ③他者の理解・地域への関わり 
 

 

〈学習展開〉 

①班ごとにテーマを設定し地域について調べる（3 時間） 

・班ごとに歴史、文化、産業などのテーマにそって調べる 

②林業（直見杉）に関する講話を聞く(1 時間) 

③講師の講話をもとに、直川地区の産業や地域の活性化など

の地域興しについて意見を出し合う(3 時間) 

④思考ツールの活用法を知り考えをまとめていく(2 時間) 

⑤ＩＣＴ機器の活用法を知る(3 時間) 

 
 

 

 

 
 
〈目標〉体験や調査を通して地域の産業について理解を深め、

意見交換を通して直川の地域おこしについて考えることが

できる 

〈付けたい力〉①課題設定・情報収集・整理分析・まとめ表現 

②意見表明 ③地域への関わり 
 

〈学習展開〉 

①林業の現場で講師より指導を受ける(4 時間) 

②木材加工の体験をする(4 時間) 

③林業体験をもとに、地域の産業に関連させて地域おこしの

方法を考える（3 時間） 

④林業の出荷量や従事する人数などを調べ、文章や図､グラ

フにまとめる(3 時間) 

⑤図書館やインターネットで地域おこしの事例を探し参考に

する(2 時間) 

⑥思考ツールを用いて考えを出し合いまとめていく（2 時間） 

⑦地域おこしのアイデアをまとめ、文化祭で展示(4 時間) 

⑧ICT 機器の活用とプレゼンの方法を学ぶ(4 時間) 

 
 

 

 

 
  
〈目標〉１年間かけて学んできたことを 

論理立てて堂々と発表できる 

〈付けたい力〉①情報収集・整理分析・ま 

とめ表現 ②自己理解・将来設計力・意見 

表明 ③他者の理解・コミュニケーション 
 

〈学習展開〉 

①中間発表を発展させてプレゼンづく

りを進める(8 時間) 

②模擬発表を行い意見交換(1 時間) 

③意見交換をもとに修正する(1 時間) 

④班ごとに発表する(1 時間) 

⑤自分の考えをまとめる(1 時間) 

・プレゼンを見て感じたことや意見交

換したことをもとに自分の考えをポ

ートフォリオにまとめる 

 社会科地理分野全般 
道徳｢かけがえのない郷土｣｢集団生活の向上｣ 
 
 

国語｢調べたことを報告しよう｣ 
理科｢植物の体のつくりとはたらき｣ 
技術家庭科｢情報を生活に役立てよう｣ 

《思考ツール》 ①イメージマップ（アイディアを出す、広げる、関係づける） ②ＫＪ法（類型化する、広げる） ③マトリックス（分類する、整理する、比較する） ④ベン図（比較

する・分類する） ⑤ＹＸチャート（多面的に見る、アイディアを出す、焦点化する） ⑥座標軸（比較する、分類する、位置づける、整理する） 

 

【最終課題】 直川の地域おこしをプレゼンしよう ～｢林業体験から地域おこしを考える｣～ 

資料や講話から地域おこしを考える（12 時間） 林業体験から地域おこしを考える（26 時間） 地域おこしをプレゼンで提案する 
(12 時間) 

  

教
科
等
関
連 
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令和元年度（平成 31 年度）総合的な学習の時間 中学校２学年年間指導計画（年間 70 時間） 直川中学校第２学年 
１ 主題名    ｢人の生き方に学び、自分の将来の姿を描こう｣ 
２ 活動内容  ・人の生き方と職業調べ ・佐伯市内企業訪問 ・職場体験学習 ・日本の伝統文化と継承について自主研修 ・青雲式～立志 
３ 活動計画 
月 4 月 5 月 6 月 7 月 8・9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 
 
 
 
 
 
 

展 
 
 
 

開 

 
 

 

 

 
 
〈目標〉職業について考え、自分の将来の姿を描くとともに班で 

選んだ職業について調べ発表することができる 

〈付けたい力〉 ①課題設定・情報収集・整理分析・まとめ表現 

②将来設計力・意見表明 ③他者の理解・地域への関わり 
〈学習展開〉 

  ①インターネットを活用して職業について学ぶ （４時間）  

   ・いろいろな職業の種類や意義について学ぶ 

 ・班で職業を選び、職業の特色やその職業を代表する人の体

験談、必要な資格、学歴、経験等について調べる。 

②地域の産業や文化について学ぶ （１時間） 

・直川地区の歴史、文化、産業について学ぶ 

③佐伯市内企業訪問 （６時間） 

・身近な職業人から講話を聞き、その職業に就いた動機ややり

がい、生き方についてまとめる 

 ④中間発表のまとめ （４時間） 

・職業について学んできたことをポートフォリオやポスターセッ

ションにまとめ、中間発表を行う 

 
 

 

 

 

♦「職業体験学習から生き方を学ぶ」（20 時間） 
 
〈目標〉職場での体験を通して職業の意義を学ぶことができる 
〈付けたい力〉①課題設定・情報収集・整理分析・まとめ表現 

②自己理解・将来設計力・行動力 ③他者への理解、協調 
〈学習展開〉 

①職場でのマナーや言葉遣い、連絡の取り方等を学ぶ(1 時間) 

②職場体験をする(16 時間) 

③職場体験新聞を作成して文化祭で発表する。（3 時間） 

♦「日本の伝統文化から学ぶ」（17 時間） 

〈目標〉文化財の価値と歴史的背景を理解し、文化財や伝統文

化に関連した人物を取り上げて調べ発表することができる 
〈付けたい力〉①課題設定・情報収集・整理分析・まとめ表 
現②自己理解・将来設計力・行動力 

〈学習展開〉 
①文化財調べ(2 時間) ②自主研修(6 時間) 
③自主研修のまとめ(2 時間) 
④文化財に関連した人物の生き方調べ(4 時間) 
⑤ポートフォリオにまとめ文化祭で発表する(3 時間) 

 
 

 

 

 
 
〈目標〉人の生き方をテーマとして、学

んできた人の生き方について意見
交換しプレゼンで発表することがで
きる 

〈付けたい力〉①課題設定・情報収集 
整理分析・まとめ表現 ②意見表明 
③他者への理解 

〈学習展開〉 

①上級学校しらべを行い、発表原稿

を書き、発表を行う（8 時間） 

 

②｢いのちの授業｣で生命の尊さにつ

いて学ぶ（2 時間） 

 

④プレゼンソフトを使いワークシートに

青雲式で発表する内容を整理する

（6 時間） 

 

⑤青雲式（2 時間） 

 ・道徳｢かけがえのない郷土｣｢ふるさとを守る｣ 
・進路指導｢職業について考えよう｣｢いろいろな職業｣ 
・国語｢調べたことを報告しよう｣ 
・技術家庭科｢情報を生活に役立てよう｣ 

・進路指導｢職業について考えよう｣｢いろいろな職業｣  ・道徳｢礼儀・適切な言動｣ 
・国語｢調べたことを報告しよう｣ ・技術家庭科｢情報を生活に役立てよう｣ 
・社会科歴史分野全般 ・美術科日本の文化財 ・保健体育｢性とどう向き合うか｣ 
・道徳｢男女の交際｣｢いのち｣ 

《思考ツール》 ①イメージマップ（アイディアを出す、広げる、関係づける） ②ＫＪ法（類型化する、広げる） ③マトリックス（分類する、整理する、比較する） ④ベン図（比較

する・分類する） ⑤ＹＸチャート（多面的に見る、アイディアを出す、焦点化する） ⑥座標軸（比較する、分類する、位置づける、整理する） 

 

【最終課題】 人の生き方についてプレゼンしよう ～｢職業と人の生き方から自分の将来を考える｣～ 

職業について調べ、働くことの意義や課題を知る（15 時間） 職業体験や伝統文化の学習から人の生き方を考える(37 時間) 人の生き方について発表する(18 時間) 

教
科
等
関
連 
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令和元年度（平成 31 年度）総合的な学習の時間 中学校３学年年間指導計画（年間 70 時間） 直川中学校第３学年 
１ 主題名    ｢グローバルな視点から地域・世界・自分の生き方について考えよう｣ 

２ 活動内容  ・｢直川塾｣講話Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ・直川の歴史 ・文化・産業調べ ・福祉体験学習 ・ＡＰＵ学生との国際交流学習 ・卒論プレゼン 
３ 活動計画 
月 4 月 5 月 6 月 7 月 8・9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 
 
 
 
 
 
 

展 
 
 
 

開 

 
 

 

 

♦「進路について考える｣（５時間）  
〈目標〉義務教育最後の一年間であることを自覚し、受験までの自

分のあり方について考える。 

〈付けたい力〉①課題設定・情報収集・整理分析・まとめ表現 

②将来設計力・行動力・意見表明  

♦「直川に生きる人に学ぶ」（10 時間） 

〈目標〉資料や講話を通して直川地区の歩みを知り、直川のこれ

からについて考えることができる。 

〈付けたい力〉①課題設定・情報収集・整理分析・まとめ表現 

②将来設計力・行動力・意見表明  

①｢直川村史｣等による学習（1） 

 ②｢直川塾｣講話による学習（8） 

   ・直川塾Ⅰ：直川の歴史と文化 

  ・直川塾Ⅱ：直川の産業と課題 

  ・直川塾Ⅲ：21 世紀の直川の挑戦 

  ③模造紙などにまとめて発表（１） 

♦「福祉施設から学ぶ」（10 時間） 
 
〈目標〉福祉体験学習を通して高齢者に温かく接し、社会福
祉の視点を養うことができる 

〈付けたい力〉①課題設定・情報収集②行動力③他者理解 
〈学習展開〉①事前学習(1) ②高齢者施設を訪問し介護を体

験する(6) ③高齢者介護について意見をまとめる(1) 

 
 

 

 

♦「高校体験入学の情報交換をしよう」(10 時間) 

〈目標〉友だちや先輩の体験から色々な上級学校について知

り、進路について考える。 

〈付けたい力〉①課題設定・情報収集・整理分析・まとめ表現 

②将来設計力・行動力・意見表明 

① 体験入学の情報や感想をパワーポイントでまとめる。(5) 

② プレゼン発表(2) 

③ 昨年度卒業した先輩の話を聞こう。(3) 

♦直川の内外の社会に目を向けよう。(11) 

〈目標〉国際交流や大学訪問の体験を通して自分の考えを持

ち、学び合うことができる。 

〈付けたい力〉①課題設定・情報収集・整理分析・まとめ表現 

②将来設計力・行動力・意見表明 ③地域への関わり  

〈学習展開〉 

① 訪問準備  （１） 
② ＡＰＵ学生との国際交流 （５） 
③ ＡＰＵ学生との国際交流のまとめ（1） 
④ ＪＲＣ講演  （2） 
⑤ 地域の産業について考え行動する （２） 
⑥ グローバルに生きる人に学ぶ。(5) 

 ・直川地区で活動している人と一緒に活動する。 
⑦ まとめ(１) 

  
 
 
 

〈目標〉地域や世界について学んだこ
とをもとに、私たちにできることは何か
展望を持ってプレゼンテーションする
ことができる 

〈付けたい力〉①課題設定・情報収集・

整理分析・まとめ表現②将来設計力・

行動力・意見表明 ③地域への関わり 

〈学習展開〉 

①いのちの授業 （4） 

    ・生命の尊さと生き方を考えさせる 

②未来設計図を描こう(2) 

   ・卒業後や将来の自分の生き方に

ついて考える。 

③卒論プレゼン （8） 

   ・プレゼンソフトによるまとめ 

  ・期末ＰＴＡで保護者・振興局の方な
どの前で｢卒論プレゼン｣ 

④感謝の思いを表そう。(2) 
   ・お世話になったおうちの方や地区

の方に感謝の思いを伝える。 
⑤巣立ち運動(２) 

 ・道徳｢郷土のすばらしさ｣ 
・社会科地理分野全般、公民分野全般 
・国語｢調べたことを報告しよう｣ 
・技術家庭科｢情報を生活に役立てよう｣ 

・社会｢持続可能な社会を目ざして｣  ・英語全領域 ・進路指導全領域 
・道徳｢ともに生きる｣｢世界の中で｣｢ボランティアの心｣ ・国語｢調べたことを報告しよう｣ 
・技術家庭科｢情報を生活に役立てよう｣ 
・道徳｢男女の交際｣｢いのち｣・保健体育｢性とどう向き合うか｣ 

《思考ツール》 ①イメージマップ（アイディアを出す、広げる、関係づける） ②ＫＪ法（類型化する、広げる） ③マトリックス（分類する、整理する、比較する） ④ベン図（比較

する・分類する） ⑤ＹＸチャート（多面的に見る、アイディアを出す、焦点化する） ⑥座標軸（比較する、分類する、位置づける、整理する） 
 

【最終課題】 卒論プレゼンをしよう ～直川のこれからを考え、自分の未来設計図を描こう～ 

「直川に生きる人に学び、進路について考える」（25 時間） 「地域の内外の社会に目を向け生き方を考えよう」(27 時間) 「卒論プレゼンをしよう」（18 時間）   

教
科
等
関
連 
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2018・7/11 NAOSTYLE2018
租税教育目標

『友や地域と協働しながら、自ら主体的に社会に貢献しようと努力する生徒の育成』

【目 的】

第１回租税教室の目的は、まず生徒に馴染みの薄い「租税」について身近に感じさせる
ことである。そのために納税の義務や税金の種類等にはあまりこだわることなく、「豊か
で安心した暮らしを実現するために、税金がどのようなものに使われているか」といった
税の役割や必要性を中心に学習させることを目的とする。

今後さらに第２回、３回と租税教室を行うことを通して、「財政の役割」を理解させ、
納税の義務が意図する公平な税負担の仕組みや税金の使われ方についても理解をすすめさ
せる。そして、私たちのより良い生活や社会福祉の充実、高齢社会に向けた安心できる社
会の実現のためには、租税を中心とする財政政策が重要あり、現行の税制度を学ぶことを
は「将来の自分たちの生活や社会」を学ぶことに直結していることを理解させる。

【日 時】 ７月１１日（水） １３：３０～１４：３０（６０分）
多目的室（プロジェクターおよびPC準備）

（生徒イス、講師机イス）

【講 師】 清家大輔さん（南九州税理士会）

【参加生徒】 全校生徒３４名（１年１２名、２年１０名、３年１２名）

【日 程】 集合１４：２５ 進行：生徒会
１はじめのことば・・・・・・・・・・生徒会副会長
２校長あいさつおよび講師紹介・・・・校長
３租税教室（４０分）
４質 問 (１０分）・・・・・・・・・各学年（調査ＰＴ）
５お礼のことば・・・・・・・・・・・生徒会長
６おわりのことば・・・・・・・・・・生徒会副会長

（※帰りの学活で事後アンケートを書く）

【教師分担】
※特活・総合ＰＴ担当

①講師および税務署との打ち合わせ・・・
アンケート作成

②講師紹介・・・・・・・・・・・・・・校長
③進行およびお礼の言葉・・・・・・・・３年生徒会
④会場準備片付け・・・・・・・・・・・
⑤記録・・・・・・・・・・・・・・・・
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2019・7/10 NAOSTYLE2019
租税教育目標

『友や地域と協働しながら、自ら主体的に社会に貢献しようと努力する生徒の育成』

【目 的】

第１回租税教室は1学年のみが受講します。まず生徒に馴染みの薄い「租税」について
身近に感じさせ、「豊かで安心した暮らしを実現するために、税金がどのようなものに使
われているか」といった税の役割や必要性を中心に学習させることを目的とします。

さらに第3回租税教室では、２，３学年のZeroCircleによるグループワークを行い、納
税の義務が意図する公平な税負担の仕組みや税金の使われ方について理解を促します。

最後に私たちのより良い生活や社会福祉の充実、高齢社会に向けた安心できる社会の実
現のためには、租税を中心とする財政政策が重要あり、現行の税制度を学ぶことは「将来
の自分たちの生活や社会」を学ぶことに直結しているということを学習します。

【日 時】 ７月１１日（木）
5限： 1年（租税教室１） PC室 １３：３０～１４：２０
６限：２～３年（租税教室３） 多目的室 １４：３０～１５：２０

【講 師】 清家大輔さん（南九州税理士会）

【参加生徒】 5限：租税教室１（1年4名と教師４名 ）
6限：租税教室３（2、3年11名と教師５名）

会場準備
【日 程】 5限集合１３：２５（PC室） 進行：

１はじめのことば・・・・・・・・・・
２校長あいさつおよび講師紹介・・・・
３租税教室（４０分）
４質 問 (１０分）・・・・・・・・ １学年で準備
５お礼のことば・・・・・・・・・・・1年
６おわりのことば・・・・・・・・・・

（※帰りの学活で事後アンケートを書く）

会場準備
６限集合１４：２５（多目的室）進行：
１はじめのことば・・・・・・・・・・
２校長あいさつおよび講師紹介・・・・
３租税教室（４０分）
４お礼のことば・・・・・・・・・・・３年
５おわりのことば・・・・・・・・・・

（※帰りの学活で事後アンケートを書く）
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2019・9/18 NAOSTYLE2019
租税教育目標

『友や地域と協働しながら、自ら主体的に社会に貢献しようと努力する生徒の育成』

【目 的】

第４回租税教室は全学年で受講します。今回は「集められた税をどのように使うのか、
その使い途を決定する予算に関わる代表者（国会議員や地方議会議員）を選ぶ選挙のしく
みとあり方」について学びます。

私たちのより良い生活や社会福祉の充実、高齢社会に向けた安心できる社会の実現のた
めには、租税を中心とする財政政策が重要あり、その政策決定に直に携わる政治家を選ぶ
選挙は最も大切な主権者としての権利であり、義務であるということを選挙管理委員会の
方をお招きして、詳しく学習します。

【日 時】 令和元年１０月２１日（月）
多目的室 １３：３０～１５：３０

【講 師】 佐伯市選挙管理委員会事務局より
副 主 幹 髙次秀爾

【参加生徒】 全校生徒（ZeroCircleごとに生徒教師とも着席）

【日 程】 5限集合１３：１５（多目的室）

１はじめのことば・・・・・・・・・・
２校長あいさつおよび講師紹介・・・・

３主権者教育
①選挙制度について１３：３０～１４：１０（４０分）

「佐伯市」を例にして、税金の使い途を決める政治家を選ぶ選挙に
ついて学ぼう。

②グループワーク１４：１０～１４：３０（２０分）
「若者の投票率」を上げるためにアイデアを出そう！

（休憩１０分）
※休憩時間中に机を片付け、投票所の形式に配置がえする。

③模擬投票 １４：４０～１５：１０（３０分）
「投票から開票まで」を体験しよう！
※投票は生徒、教師とも投票する。

事務従事者（橋本愛 野々下 小野正 尾形魁）
④まとめ １５：１０～１５：２０（１０分）

※アイデア使用権を佐伯市に委譲する。
４お礼のことば・・・・・・・・・・
５おわりのことば・・・・・・・・・

（※帰りの学活でロイロで感想を書く）



 

 

 

研究の実践 
    
 
 

 

２．道徳科・道徳教育との関連 

 

     （1） 道徳科・道徳教育全体計画   

     （2） 租税教育との関連を図った提案授業 

（3）  各学年の年間指導計画（抜粋） 
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令和元年度（平成３１年度） 道徳科・道徳教育全体計画
佐伯市立直川中学校

学校教育目標
家庭・地域との連携 課題解決に意欲的に取り組み，目標に ・日本国憲法

友や地域と協働しながら、学びに向かい、自信 ・教育基本法

・ＰＴＡ親子作業 と創造力を持って「表現」できる生徒の育成か ・学習指導要領

・教育講演会 っ ・大分県教育委員会

・授業公開 教育行政方針

めざす生徒像 ・佐伯市教育委員会

重点目標

・みずから学ぶ意欲を持ち、互いの学び合いや、
人や地域社会との関わりを通して成長する生徒

・向上心と自尊感情を持ち、常に前向きに課題を
解決する生徒

・自他を尊重し、人権に配慮し、周囲への思いや
りと感謝の気持ちを持った心豊かな生徒

・健康や安全に留意し、心身ともにたくましい生
徒

道徳科・道徳教育の目標
全教育活動を通して、道徳的実践力を育成するとともに、日常生活で下記の道徳
的実践ができるようにする
（１）望ましい生活習慣を身につける。
（２）相手の個性や立場に立って考える。
（３）自然を愛護し、人間として意欲的に生きる。
（４）自主的に集団や社会にかかわることができる。

道徳科・道徳教育に係わる学年目標
第１学年 第２学年 第３学年

・望ましい生活習慣を身につける ・集団生活の向上に努め、友情を培う ・広く社会に目を向け社会に尽くす

・助け合い、励まし合う態度を養う ・生徒相互が理解し信頼し合う態度を養う 心を養う

・物事に積極的に参加する態度を養う ・責任をもってやり抜く態度を養う ・他に学ぶという謙虚な態度を養う

全 教 育 活 動

各教科 特別活動 総合的な学習の時間 特色ある活動 体験活動
国語・文章を通して人間とし 学級生活 ・真理や真実を追究し 系統的な進路学習 自然体験

ての生き方について考える。 明るく楽しい学級 ていく態度を育てる。 １年 職業を知る ・自然を愛し、そ

社会・日本の文化に誇りを持 生活を基盤とし ２年 職業体験学習 れを守り、育て

ち、世界の人々と助け合う て、集団の一員と ・自ら考え、より高い ３年 高校を知る ていこうとする

気持ちを培う。 しての望ましい態 目標に向かって努力 態度を育てる。

数学・粘り強く問題解決にあ 度を養う。 していく態度を養う。 ・理想を求め、その実

たり、忍耐力を養う。 現を目指して、自己 ボランティア活動

理科・日本の自然や風土を大 生徒会活動 ・自己のよさを伸ばし の人生を切り拓いて ・ボランティア活

切にする心を養う。 生徒会活動に主体 ていこうとする態度 いこうとする態度を 動を通して、地

音楽・表現や鑑賞を通して、 的に取り組み、自 を養う。 育てる。 域社会の一員で

生きる喜びを育てる。 己の改善や成長に ・自己をみつめ、個性 あることを自覚

美術・美に感動する大切さを 資する機会とす ・問題解決や探求活動 を伸ばして充実した し、互いに支え

学ぶ。 る。 に、主体的・創造的 生き方をしていこう 合う思いやりの

保体・心身の健康の大切さを に取り組もうとする とする態度を育てる。 心を育てる。

学ぶ。 学校行事 態度を育成する。

技家・体験を通して、生活の 学校行事への参加 自問清掃の徹底

充実を図る態度を育てる。 を通して、豊かな ・自己の生き方につい 「がまん玉」

英語・世界の文化に関心を持 心情を養う。 ての自覚を深める。 「しんせつ玉」

ち、国際理解の精神を養う。 「みつけ玉」

学 級 経 営

・年間指導計画を作成する。 ・学年で指導法について意見交換する。 ・学級の人間関係や学習環境を整える。



 Ⅱ 研究の実践 
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１年生 

 

 
道徳科 

 

 
「租税教育」「総合的な学習の時間」との関連を図る提案授業 

 
令和元年６月２５日（火） 

    授業者 小野 恵     
 
１，主題名   社会のきまり    道徳の内容項目 C－（１０）遵法精神・公徳心 
 
２，教材名  「ふれあい直売所」 （あすを生きる） 
 
３，ねらい  きまりの意義を理解し守ることで、自他の権利を重んじ，よりよい社会をつくろう

とする実践意欲を育てる。 
 
４，主題設定の理由 
 
 （１）指導内容について 

法やきまりは社会に秩序を与えるために人間の知恵が生み出したものであり社会の秩序と規律
を守ることによって、個人の自由は保障される。また、遵法精神は公徳心によって支えられてい
る。公徳心とは、社会生活の中で守るべき正しい道としての公徳を大切にする心である。一人ひ
とりが公徳心をもって日常生活を送ることで、住みよい社会が実現できる。自我が芽生える中学
生の時期にこそ、規律ある安定した社会の実現に貢献するため、自らに課せられた遵法の義務を
進んで果たそうとする実践意欲を育てたい。 

 
 （２）生徒の実態について 

小学校の段階では、法やきまりの意義や、権利を大切にし、義務を果たすことの意義について
十分学んできている生徒もいれば、そうでない生徒もいる。中学一年生の時期では、「ルールだか
ら守る」と法やきまりを他律的に捉えている生徒も多い。本時では、遵法精神には、「自分を裏切
らない」という自尊心と、相手の心情を想像できる思いやりの心が関わっていることに気づかせ、
進んで法やきまりを守ろうとする実践意欲を育てたい。 

 
   
 （３）教材について 

主人公「私」は、育てたい野菜の一部を無人直売所で販売することに生きがいを感じている。
しかし、不正をされて経営が成り立たなくなった直売所の話を妹から聞かされ、心の中に不安が
生じる。そんな折にふと耳にした、直売所を利用するある親子の会話により、今後も直売所を続
ける決意をする。無人直売所は売り手と買い手との信頼関係で成り立っている。そんな直売所が
成り立つこの土地が好きだという「私」に共感させることで、主体的によりよい社会を作ろうと
する意欲を高められる教材である。 

 
 
 ○各学年の「租税教育」の目標 
 

 各 学 年 の 租 税 教 育 の 目 標 
１学年 
知 識 

 税について興味関心を持ち、さまざまな知識や情報を収集して、自分たちの生活に活
かしていこうとする態度を養う。 

２学年 
態 度 

 税について興味関心を高め、その有効利用についての知識や情報を活用して、自主的
に社会の貢献できる態度を養う。 

３学年 
表 現 

税について興味関心を広げ、持続可能な社会の形成者とし最善策を創造し、発信し、表
現する主体的な態度を養う。 

   
 ○「総合的な学習の時間」との関連 
  １学年の「総合的な学習の時間」では、「地域と人の生き方を知ろう」を目標とし『林業体験

から直川の地域おこしを考える』ことから、林業従事者の講話や林業体験を通して、職業（進路）
への意識を高めるとともに、働く姿にふれ勤労への思い等を聞き取るなど『情報の収集』『整理
分析』までの探究過程を踏まえていく。『まとめ・表現する』活動では、ポートフォリオを作成
し文化祭で展示発表に結びつけていく。 
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５，本時のねらい 
社会のきまりについて、「私」のもやもやした気持ちが一気に晴れた理由を考える活動を通し、意

義を理解し進んで守ろうとする実践的意欲を高めることができる。 
 
６，本時の展開 
 

学 習 内 容 
 

主な発問と予想される生徒の反応 
 
 時間 

 
指導上の留意点 

１．無人直売所の写真
を見て考える。 

発問①この写真は何だろう。 
・野菜を売っているところ 
・人のいない野菜の店。 
・無人直売所だ。 

５分 写真 

２．教材「ふれあい直
売所」を読み考える。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
個人→ペア→一斉 
 
 
 
 
 
 
個人→ペア→一斉 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○資料を読む。 
発問➁「私」はどのような思いで直売所に

野菜を出しているのだろう。 
・自分の作った野菜を多くの人に食べて欲

しい。 
・野菜のおいしさを知って欲しい。 
・お客さんに喜んで欲しい。 
発問③妹と「私」のどちらに共感するか 
・利用してくれる人を疑うのは良くない。 
・不正は嫌だ。 
発問④妹の言葉にもやもやしたのはなぜだ
ろう。 
・信じたいけど、妹が言うことにも一理ある。 
 
 
 
・喜んで野菜を買ってくれていることがわ

かったから。 
・やっぱり利用してくれている人を信じよ

うと思ったから。 
・直売所が成り立つ自分の地域が誇らしく

思えたから。 
 
発問➅よりよい社会を実現していくため
に、どんなことを大切にしていけばよいだ
ろう 
 
・相手のことを考えてきまりやマナーを守

ること。 
・誰も見ていないからとか自分一人くらい

といった考えをなくすこと。 
・自分にとって気持ちの良い社会を実現す

るためには自分もきちんときまりを守らな

ければいけない。 
 

５分 
５分 

 
 
 

10 分 
 
 
 

 
10 分 

 
 
 
10 分 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
心情円盤 
 
 
 
 
 
 
 
教科書 
ロイロノート 
 
 
 
 
ロイロノート 

 

３ 今日の学習を振

り返る。 
 
 

学習を通して授業の前と今の考えを比べて

みよう。 
 

5 分 ロイロノート   

 

発問⑤「私」のもやもやした気持ちが一気に晴れたのはどうしてだろう。 
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２年生 

 

 
道徳科 

 

 
「租税教育」「総合的な学習の時間」との関連を図る提案授業 

 
令和元年６月１７日（月） 
授業者 野﨑 紋子    

 
１，主題名   規則の役割    道徳の内容項目 C－（１０）遵法精神・公徳心 
 
２，教材名  「美しい鳥取砂丘」 （あすを生きる） 
   
３，ねらい   互いに住みよい社会をめざす精神の大切さを理解し、調和と規律を保つための法やきまりを進ん 

で守ろうとする態度を育てる。 
 
４，主題設定の理由 
 
 （１）指導内容について 
   社会があれば何らかのきまりが生まれる。民主的な社会においては、互いの権利を守り、調和的な生

活を保障するために、公平な立場の議会や国会が規則や法を定める。 
   そして、それらを守ろうとする遵法精神は、社会生活の中で守るべき正しい道である公徳を大切にす

る心によって生み出される。したがって、社会は、より民意を大切にした法とそれを守ろうとする善良
な市民の協調によって成り立っているのである。 

 
 
 （２）生徒の実態について 
   中学校の段階では、調和した社会生活には、法やきまりが大切であることを理解するものの、法やき 

まりを他律的に捉え、自己の自由や権利を束縛するものとの意識も見られる。法やきまりが、互いの自 
由や権利を保障し合うものであるとの認識をもち、それらへの反発の中に、自己への甘えや他者への無 
配慮が潜んではいないか、今一度、自分自身の行動を振り返ってみる機会をもつことが大切である。 

   
 
 （３）教材について 
   国の天然記念物に指定されている鳥取砂丘に、景観を損ねるような落書きが頻繁になされている現状 

がある。落書きに出くわした主人公「私」の家族が、どうしたら落書きをなくせるのだろうと考えたと 
き、すでに、落書きを規制する条例があることを知る。しかし、条例ができても落書きがなくならない 
現状をとおして、生徒が対応を考えるなかで、法や公徳心について話し合うのに適した教材である。 

 
 
 
 ○各学年の「租税教育」の目標 
 

 各 学 年 の 租 税 教 育 の 目 標 
１学年 
知 識 

 税について興味関心を持ち、さまざまな知識や情報を収集して、自分たちの生活に活かしていこう
とする態度を養う。 

２学年 
態 度 

 税について興味関心を高め、その有効利用についての知識や情報を活用して、自主的に社会の貢献
できる態度を養う。 

３学年 
表 現 

税について興味関心を広げ、持続可能な社会の形成者とし最善策を創造し、発信し、表現する主体
的な態度を養う。 

   
 ○「総合的な学習の時間」との関連 
  ２学年の「総合的な学習の時間」では、「人の生き方に学び、自分の将来の姿を描こう」を目標とし『地域の 
現状やそれを継承する人々の工夫や努力を知る』ことから、自分の将来を考え、職場訪問や職業体験、インタビ 
ュー活動などを通して『情報の収集』『整理分析』までの探究過程を踏まえていく。『まとめ・表現する』活動 
では、学び考えたことを後輩達や保護者に向けてプレゼン発表することに結びつけていく。 
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５，本時のねらい 
 「落書きの問題を解決するためにはどうしたらよいか」という課題について、グループ内でお互いの意見
を出し合い議論する活動を通して、何によって自己をコントロールできるのかを考えさせ、規則の意義や役
割について気づかせることができる。 
 
 
６，本時の展開 
学 習 内 容 主な発問と予想される生徒の反応 時間 指導上の留意点 

１．教材に対して

関心をもつ 
 

〇数枚の写真を掲示する。 
【発問①】鳥取砂丘では、なぜ落書きが問題となって

いるのだろう 
＜生徒の反応＞ 
・美しい砂丘を見に来たのに、落書きがあったらがっか

りする。 
・いくら注意してもなくならないから。 

５分 ・写真数枚 
・ワークシート 

２．教材を読み、

考える。 
 

【発問②】落書きをしている人はどんな気持ちで落書きをし

ているのだろう 
＜生徒の反応＞ 
・自分たちが楽しくなり勢いでやってしまう。 
・砂であっても天然記念物はみんなのものだという意識がな

い。 
・砂だから元に戻ると思っている。 
〇人には、自分の欲求に負け、勝手な振る舞いで人に迷惑を

かえることがあること、とくに、群れることでそれが助長さ

れることを自覚させたい。しかし、公共の場での行動には、

制約もあることを考えさせるとともに、自然保護への意識も

高める。 

５分  

３．問題について
考え、議論する。 
①個人で考える 
 ５分 
 
 
②グループでまと
める  １５分 
 
 
③全体で交流す
る。  １０分 

 
 
 

＜生徒の反応＞ 
・観光客の１人ひとりに呼びかける。 
・普段から学校などで自然保護を具体的に教える。 
・自然を勝手に壊したり、傷つけたりしないようにする。 
・大切な自然は、私たちが保護して残す責任がある。 
〇罰金の額や厳しい罰則だけで減らすことができるのかを考

えさせる。また、１人ひとりが自然を大切にするよう心がけ

るなどの精神論だけでは解決が難しいことも押さえる。 
〇具体的には、アサーション的なフレーズで宣伝したり、ネ

ットなどで呼びかけたりするなどの工夫も必要となる。１人

ひとりの責任感やモラルを高めるための実効性のある考えを

引き出す。 

 
 
 
30分 

 
 
 
・ロイロノートのシ
ンキングツール 

４．今日の学習を
振り返る。 
 
 
 
 

【発問④】よりよい規則とはどんなものだと思うか 
〇多くの人に納得されて、少し厳しくてもみんなで守ろうと

いう意識が高まる内容とは何か考えさせる。 
 

10分  

 
 
 
 
 

【発問③】落書きの問題を解決するためにどうしたらよいか 



 
Ⅱ 研究の実践 

 

- 20 - 
 

 
３年生 

 

 
道徳科 

 

 
「租税教育」「総合的な学習の時間」との関連を図る提案授業 

 
令和元年６月２０日（木） 

授業者 戸髙 文世     
 
１，主題名  ともに生きる社会の実現  道徳の内容項目 C－（１２）社会参画，公共の精神 
 
２，教材名  「Ｎo Charity,But a chance ！」 （あすを生きる） 
 
３，ねらい  自分たちが生活する社会に自ら進んで参画し、よりよい社会を実現していこうとす

る実践意欲を育てる。 
 
４，主題設定の理由 
 
 （１）指導内容について   

私たちが生活する社会をよりよいものにしていくには、他人任せにするのではなく、自ら主 
体的に参画して、社会的な役割と責任を果たすことが大切である。人との関わりが希薄になっ 
ているといわれているが、人と人との温かなつながり合いがよりよい社会の実現に欠かせない 
ということを自覚して、社会を構成する多くの人々と助け合いながら社会連帯を深めることが 
必要であると気づかせたい。 

 
 （２）生徒の実態について 
   中学生の時期は、世の中の体制に不満や批判を持ち始めるが、時としてそれは自分勝手な言 

動になったり、他を傷つけることにもなる。しかし、そのような自分を肯定しているわけでは 
なく、内心ではよりよい社会を実現したいと切実に考えている。その部分を揺り動かすことで 
よりよい民主的な社会を実現するために、自分はどのようにして社会に参画し、社会全体の利 
益のために尽くせるかという前向きな気持ちを引き出すことができる。 

   
 （３）教材について 
   「日本の障害者福祉の父」と呼ばれた主人公・中村裕医師が、障害者の自律に向けて、障害 

者スポーツと働く機会をつくることにかけた人生を描いたものである。障害者は「保護すべき 
者」という考え方の残っていた日本に障害者スポーツを取り入れ、社会的認知も高めていった。 
しかし、真の自律には「働く」ことが重要だと気づかされ、困難を乗り越えて、働く場所や機 
会を提供し、生きる喜びと自信を与え続けた医師の姿から、社会に主体的に参画して、より 
よい社会を構成しようとする意欲を育てるのに適した教材である。 

 
 ○各学年の「租税教育」の目標 
 

 各 学 年 の 租 税 教 育 の 目 標 
１学年 
知 識 

 税について興味関心を持ち、さまざまな知識や情報を収集して、自分たちの生活に活
かしていこうとする態度を養う。 

２学年 
態 度 

 税について興味関心を高め、その有効利用についての知識や情報を活用して、自主的
に社会の貢献できる態度を養う。 

３学年 
表 現 

税について興味関心を広げ、持続可能な社会の形成者とし最善策を創造し、発信し、表
現する主体的な態度を養う。 

   
 ○「総合的な学習の時間」との関連 
  ３学年の「総合的な学習の時間」では、「グローバルな視点から地域・世界・自分の生き方に

ついて考えよう」を目標とし、地域や世界について３年間をかけて学んだことから、地域活性化
に関わる人々の思いや願いにふれたこと等を通して『情報の収集』『整理分析』までの探究過程
を踏まえていく。 

  『まとめ・表現する』活動では、「私たちにできることは何か」について将来に展望をもって、 
プレゼンテーションし、地域や保護者、直川塾でお世話になった方々に向けて情報発信する。 
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５，本時のねらい 
 

中村医師の障害者に対する考えや働く場所をつくることを行動にうつした生き様や活動を通し
て、社会をよりよいものにしていくために自分たちはどのように社会に参画し、役割と責任を果た
すべきか考えることができる。 
 
６，本時の展開 
 

学 習 内 容 
 
主な発問と予想される生徒の反応 

 
 時間 

 
指導上の留意点 

１ 車いすマラソンやパラリンピ

ックについて知っていることを出

し合う。 

〇大分国際車いすマラソン 
〇車いすバスケットボール 
〇大分出身の陸上選手 

３ 

 

・画像 
 

２  教 材 「 Ｎ o Charity,But a 

chance！」を読み、考える。 
 

発問① 中村医師はイギリスの病

院で何に気づいたのだろう。 
 
 
発問② 中村医師は外国人選手か

らどのようなことを学んだのだろ

う。 
 
発問③ 働く場所を作ろうと決意

した中村医師の想いを考えよう。 
 
発問④ 中村医師は、どんな気持

ちから「彼らの生きがいを失わせ

てはいけない。」と考えたのだろ

う。 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

まとめ  

各３グループの意見を発表する。 

 
 
 
 
〇「手術よりスポーツ」リハビリテーシ

ョンが社会復帰の根元 
〇スポーツは有効な治療法 
〇障害者は保護すべきという考えを改め

るべき 
 
 
〇働くことが自律につながる 
〇働くことで生き生きとした表情に 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〇強い信念「No Charity，but a chance」 
〇人任せにしない。自分のできる限りの

ことをやってみよう 
 
〇自らの力で社会に参画している自覚を

持った人々を失望させたくない。 
〇働くことで生きる自信と喜びをもった

人々の気持ちを大切にしたい。 
 
 
〇シンキングツールを使い話し合う 
 
〇班ごとに発表する。 
 
 

１０ 

 

 ３ 

 

３ 

 
 

 ３ 

  

８ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

１０ 

 

１０ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・ノート 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・グループで話合う 
・タブレット 
 

 

社会の中で生きる自信と喜びとは何だろう。（中村医師の生き方に学ぶ） 

＊ロイロのシンキングツールを使う   （検索ワード） 太陽の家 国際車いすマラソン大会など 



月 主題名 ねらい 主な発問（◎は中心発問）
評価のポイント

（◆ねらいについて，◇指導方法について）

A-(1)
自主，自律，
自由と責任

より高い目標
をめざして

・「自分はこれで良いのか」を
自分に問いかけ、自分で考
え､自分で清掃を行う。
・清掃を通じて､自分の心を
磨く。心を成長させる時間で
ある。

○3つの心について質問を交えながらスライドをすすめる。
➀意志(我慢をしたり､やる気を出す力）
②創造(工夫して考え出す力）
③情操(人の気持ちを考えたり、心を豊かにできる力）
●がまん清掃　●見つけ清掃　●親切清掃
◎今までの自分の清掃の姿と比べ、どうしようと感じたか。

◆スライドや発問などから，これからの清掃のあ
り方を考え，今までと違った清掃をしようと考えさ
せることができたか。
◇今年度の清掃の目的や方法を全校一斉に統
一して知らせることができたか。

総合的な学
習の時間

2
サッカーの漫画を描
きたい

A-(4)
希望と勇気，
克己と強い意
志

困難を乗り
越える力

目標に向かって，希望と勇気
をもって着実にやり抜こうと
する実践意欲を育てる。

○日常生活のほんの小さな目標であっても，それが達成できて満足した
経験はないか。
○きっかけは何であれ，将来の目標を決めた高橋さんはどんな気持ち
だっただろう。
○漫画家への道は順調に進んだのだろうか。
◎漫画を描くうえでのさまざまな困難にも負けず，高橋さんはなぜ努力で
きたのだろう。
○努力は簡単にできることだろうか。努力をするために大切なことはなん
だろう。

◆困難に屈しないで粘り強く最後までやり抜く強
い意志の大切さに気づき，自分の生活の中で目
標をもって取り組もうとする意欲的な意見や記述
が見られたか。
◇発問構成によって，自分のこととして深く考え
させることができたか。

美術，保健
体育，総合
的な学習の
時間

3 人のフリみて B-(6)
思いやり，感
謝

言葉のもつ
不思議な力

日々の生活の中で自分を支
えてくれている多くの善意や
思いやりに気付き，自分の感
謝の気持ちを素直に表そうと
する態度を育てる。

○最近，誰かに「ありがとう。」と言った経験はあるか。
○皆が「ありがとう。」と言うとき，どんな思いから言っているのだろう。
○自分はお金を払っていて，相手も仕事であるのに，わざわざ「ありがと
う。」を伝えるのはなぜだろう。
○自分に向けた「ありがとう。」ではないのに，筆者が爽やかな気持ちに
なったり，まねしたいと思ったりしたのはなぜだろう。
◎「ありがとう。」の言葉は，私たちにどんな不思議な力を与えてくれるだろ
う。
○「ありがとう。」の気持ちを家族などの周りの人にどうやって伝えたらよい
だろう。

◆自分の周りにはさまざまな支えが存在してい
ることに気づき，それを当たり前と思わないこと
や，感謝の気持ちを素直に表現することが大切
であるといった発言や記述が見られたか。
◇発問や板書から，多面的・多角的な思考をも
とに道徳的価値の理解を自分自身との関わりの
中で深めさせることができたか。

国語，総合
的な学習の
時間

4
「愛情貯金」をはじ
めませんか

B-(7) 礼儀 礼儀の心

あいさつの意義などを主体的
に考え理解し，時・場所・場
面に応じて適切な言動をしよ
うとする実践意欲と態度を育
てる。

○あいさつをするとき，気をつけていることはあるか。
○「あいさつの有無でずいぶんと気分が変わる」のはどうしてだろう。
○「あいさつって，言葉のスキンシップになるんです。」ということについて，
あなたはどう思うだろう。
○二人組になって，「おはようございます。」と言ってみよう。次のように
言ったとき，言われた人はどんな気持ちがしたか伝え合おう（笑顔で言っ
たとき。ムッとして言ったとき。）。
○「おはようございます。」のあとに，どんなことを言えばよいか考えて，み
んなの前で演技をしてみよう。
◎それを見て意見を交流し，あいさつの大切さについて，もう一度考えて
みよう。
○あいさつについて，これからどんなことを大切にしていきたいか，まとめ
てみよう。

◆あいさつが，人間関係や社会生活を円滑にす
るものであることを理解し，時，場所，場面に応
じた言動をしようとする発表や記述が見られた
か。
◇発問構成や体験的な活動によって，あいさつ
の大切さについて考えさせ，主体的にあいさつ
をしようとする態度を育てることができたか。

国語，特別
活動

5 さかなのなみだ C-(11)
公正，公平，
社会正義

いじめのない
集団

同調圧力などに屈することな
く，自己と向き合い互いに協
力して正義や公正を実現す
るために努力しようとする態
度を育てる。

○学級の中でいじめが起きているとしたら，あなたはどう思うか。
○「小さな学校やせまい社会のなかにもいじめがある」とあるが，あなたは
それをどう思うか。
○「ほっとした表情」とあるが，いじめられていた子はどんな気持ちになっ
たのだろう。
◎さかなクンが，中学生のときいじめに接した経験から考えたことは，どん
なことだろう。
○いじめのない集団をめざして，さかなクンの生き方からどんなことを学べ
るだろう。

◆人間としてよりよい集団を築くために，いじめ
などを見て見ぬふりをせず，積極的に正義や公
正を実現しようとする発言や記述が見られた
か。
◇話し合いや発問などから，いじめの問題を多
面的・多角的に深く考えさせることができたか。

特別活動

学校の教育目標　１.自ら考え進んで行動する。　２.互いに理解し助け合う。　３.よく学び美しい心を養う。

学年の重点項目　･助け合い励まし合う態度を養う。　･物事に積極的に参加する意欲を養う。　･自然と親しむ心情を養う。　　　　　　　　　　　　　　【一部抜粋】道徳科年間指導計画　第１学年
教材名 内容項目

5月
（3時
間）

自問清掃

4月
（3時
間）



6 近くにいた友 B-(8) 友情，信頼
心から信頼
できる友達

互いに信頼し高め合う友情
の大切さを理解し，いっそう
友達を大切にしようとする態
度を育てる。

○あなたにとって，友達はどんな存在か。
○オサムは，家に帰って携帯電話のメールを見たとき， どんなことを考え
ただろう。
○オサムが信也に寄ってきた場面で，ロールプレイをしよう。次のセリフの
あとに，二人がなんと言うかを考えよう。
○ロールプレイをした人に，インタビューをしよう。
○ロールプレイを見ていた人も，感じたことを言おう。
◎雄一から話を聞いたオサムは，信也の家に向かう途中，どんなことを考
えていただろう。
○自分が誰かにとっての「本当の友達」になるためには，どんなことが必
要だろう。

◆互いに心から信頼できる友情を築こうとするこ
とやいっそう友達を大切にしたいという記述が見
られたか。
◇体験的な活動をとおして，心から信頼できる
友情とは何かを深く考えさせることができたか。

技術・家庭，
特別活動

7 トマトとメロン A-(3)
向上心，個性
の伸長

みんな同じ
がよいのか

自己を見つめ，自己の向上
を図るとともに，個性を伸ば
して充実した生き方を追求し
ようとする態度を育てる。

○なぜ，トマトとメロンを比べてもしょうがないのか。
○「いのちを百点満点に生きる」とはどういうことを言っているか。
◎この詩をとおして，相田さんは私たちにどうしたらよいと言っているのだ
ろう。
○自分のよいところを生かして生きるためには，どんなことが大切だろう。

◆発言や道徳ノートの記述から，自己を見つ
め，自らのよさに気付き，これからの生き方の中
でそれを伸ばしていこうとする気持ちをもち，ま
た，自らの実感を振り返りながら考えを深める様
子が見られたか。
◇相田みつをさんの生き方や考え方を通じて，
世間や栄誉に囚われない生き方や自己を磨こう
とする意欲を生徒に育むことができたか。

国語，特別
活動

C-(11)
公正，公平，
社会正義

人権を守り､
差別をなくす

同和問題をはじめとする様々
な人権問題の早期解決を図
るために「人権を守り差別を
なくす」ことを内容とした標語
を募集し､標語づくりや標語
掲示を通して､生徒の人権意
識の高揚をはかる。

○人権とは何か。
◎人権を守り差別をなくすためにどうしたらいいか。

◆発問から人権の尊さについて自分の立場で
考えさせることができたか。
◇標語作成時に差別をなくすためにどうしたらよ
いかを考える態度が見られたか。。

特別活動

9 ふれあい直売所 C-(10)
遵法精神，公
徳心

社会のきまり

きまりの意義を理解し守るこ
とで，自他の権利を重んじ，
よりよい社会をつくろうとする
実践意欲を育てる。

○皆がきまりを守るのはどうしてだろう。
○「私」はどのような思いで直売所に野菜を出しているのだろう。
○「私」が妹の言葉にもやもやしたのはなぜだろう。
◎「私」の「もやもやした気持ち」が一気に晴れたのはどうしてだろう。
○よりよい社会を実現していくために，どんなことを大切にしていけばよい
だろう。
○アンケートに答えたときと今の考えを比べてみよう。

◆よりよい社会の実現のために進んできまりを
守ろうとする発言や記述が見られたか。
◇生徒の課題意識や発言などを肯定的に受容
し，生かしながら授業展開できたか。

社会，技術・
家庭

10 あったほうがいい？ C-(12)
社会参画，公
共の精神

よりよい社会
のために

身近なゴミ問題を考え話し合
うことをとおして，社会に尽く
す公共の精神について深く
考え，よりよい社会の実現に
努めようとする態度を育て
る。

○ゴミであふれるゴミ箱を見たことや，逆にゴミ箱がなくて困ったことはあ
るか。
○ゴミ箱がないことで起こる問題，ゴミ箱があることで起こる問題は何か。
誰もが街をきれいにしたいと思っているはずなのに，ゴミ問題が起こるの
はなぜだろう。
○街にゴミ箱を設置したほうがよいか，しないほうがよいか，考えてみよ
う。
◎ゴミ問題を解決するためにどうしたらよいか，どんな考え方が大切か話
し合おう。

◆身近にあっても解決が一筋縄でない現代的な
問題に対し，よりよい社会の実現のために，自
分なりに具体的な解決をめざす意欲が発言や
記述に見られたか。
◇主人公の心の迷いを追うのでなく，問題解決
に向かう意志や実行力への思いを促す授業構
想であったか。

社会，特別
活動

11
花火に込めた平和
への願い

C-(18)
国際理解，国
際貢献

世界平和の
ために

国際的視野に立って，他国を
尊重することと世界平和の大
切さを理解するとともに，より
よい社会形成や人類の発展
に貢献しようとする実践意欲
を高める。

○このアリゾナ記念館は，なぜあるのだろう。
○どんな気持ちで，ゆかりはホノルルに着いたのだろう。
○事前学習のとき，ゆかりはどんな思いでいたのだろう。
○ガイドさんなどと接することで，ゆかりの心はどのように変化してきたの
だろう。
○「未来を見つめて」というガイドさんの話から，ゆかりは，どんなことを考
えたのだろう。
◎日本と世界の平和のために，ゆかりにできることはなんだろう。
○世界平和のために，自分に何かできることはないか考えてみよう。

◆他国の文化や伝統などを尊重し，国際的視野
に立って，世界の平和と人類の発展に寄与しよ
うとする発言や記述が見られたか。
◇問い返しの発問などから，ゆかりの気持ちの
変化を捉えさせ，国際的視点から，平和の尊さ
と貢献について考えさせることができたか。

社会，外国
語

7月
（2時

6月
（4時
間）

人権標語をつくろう



道徳科年間指導計画　第２学年

月 主題名 ねらい 主な発問（◎は中心発問）
評価のポイント

（◆ねらいについて，◇指導方法について）

A-(1)
自主，自律，
自由と責任

より高い目標
をめざして

・「自分はこれで良いのか」を
自分に問いかけ、自分で考
え､自分で清掃を行う。
・清掃を通じて､自分の心を
磨く。心を成長させる時間で
ある。

○3つの心について質問を交えながらスライドをすすめる。
➀意志(我慢をしたり､やる気を出す力）
②創造(工夫して考え出す力）
③情操(人の気持ちを考えたり、心を豊かにできる力）
●がまん清掃　●見つけ清掃　●親切清掃
◎今までの自分の清掃の姿と比べ、どうしようと感じたか。

◆スライドや発問などから，これからの清掃のあ
り方を考え，今までと違った清掃をしようと考えさ
せることができたか。
◇今年度の清掃の目的や方法を全校一斉に統
一して知らせることができたか。

総合的な学
習の時間

1 自分の弱さと戦え D-(22)
よりよく生きる
喜び

自分の弱さ
の克服

自らの弱さを自覚し，それを
克服しようとする強さをもち，
人間として気高く生きようとす
る態度を育む。

○国枝さんが当初，勝てなかったのは，なぜだろうか。
○クインさんは，なぜ「俺は最強だ！」と叫ばせたのだろう。
◎国枝さんが世界一になったあと，自分の未熟さに気づいて，さらに自分
を変えたのはどう考えたからだろう。
○自分の弱さを克服するために，どんなことが大切か考えてみよう。

◆自分の弱さや醜さを克服し，強さや気高さに
変える気持ちをもとうとする発言や記述が見ら
れたか。
◇教材をとおして多面的・多角的な視点で議論
させることができたか。

保健体育

3
挨拶は言葉のスキ
ンシップ

B-(7) 礼儀 心を形に

心と形が一つになった礼儀
や作法の意義に気付き，相
手を尊重する心を込めて，形
に表していこうとする態度を
養う。

○「私」はどうして職場体験学習に積極的になれなかったのか。また，
「私」はどんな気持ちで職場体験学習に臨んでいたのだろう。
○店長さんに「お客様にどんなときに喜んでもらったの？」と聞かれ，なぜ
「私」は答えることができなかったのだろう。
◎店長さんが「私」たち二人に伝えたかったのは，どんな思いだろう。
○心のこもった挨拶をすることがなぜ大切なのだろう。自分の経験を思い
出しながら考えてみよう。
○「おはよう。」や「いただきます。」などの短い挨拶に込められている心を
考えてみよう。

◆礼儀が，相手を尊重し敬愛する気持ちにつな
がり，コミュニケーションの基本になることを理解
し，「…の気持ちで挨拶したい。」「形式だけの挨
拶にならないように気をつける。」のような今後
の実践につながる前向きな言葉が見られたか。
◇普段の自分の挨拶を振り返り，礼儀の意義に
ついて深く考えさせることができたか。

国語，総合
的な学習の
時間

4 最後のパートナー D-(19) 生命の尊さ
支え合う生
命

命がかけがえのないもので
あることを理解し，自他の生
命を尊重する心を育て，周り
の人と支え合って生きること
に感謝する心情を養う。

○盲導犬はどのように育てられるか，知っているか。
○「死ぬとわかっている犬をなぜ預かるの。」と尋ねられたとき，西田さん
はどんなことを考えたのだろう。
○西田さんは，松尾さんの手紙からどんな気持ちを受け取ったのだろう。
◎「もう，引退犬には関わりたくない。」と思っていた西田さんが，ボランティ
アを続けていこうと思ったのは，なぜだろう。
○支え合う生命について，考えたことをまとめてみよう。

◆周りの人たちや動植物がお互いに支え合って
いるといった命の尊さに関わる意見や記述が見
られたか。
◇命の尊さ，命のつながりや支え合い，人間や
動植物なども同じ命であるということを，教材提
示や発問によって多面的・多角的に考えさせる
ことができたか。

理科，総合
的な学習の
時間

5
「自分」を諦めない。
立ち上がった瞬間
が自信になる

A-(4)
希望と勇気，
克己と強い意
志

諦めない心

自らを信じ希望をもって，困
難や失敗などの逆境を乗り
越え，目標に向かって努力し
続けようとする態度を養う。

○なぜ，スポーツは人を感動させるのだろうか。
○ハードル競技に転向してまで臨んだシドニー五輪での失敗のあと，為末
さんはどう思っただろう。
◎為末さんはどうして「何度でも跳んでいいんだよ。」とだけ言うのだろう。
○自分の生き方に自信がもてるようになるには，どうしたらよいだろう。

◆失敗を肯定的に捉える発言や，自らを信じる
こと（自信）が目標に向かって努力し続ける力と
なるといった発言や記述が見られたか。
◇問い返しの発問などから，筆者の「言葉かけ
の意味」をさらに深く考えさせることができたか。

保健体育

6 五月の風―カナ― A-(1)
自主，自律，
自由と責任

自分を信じて
自主的に考え，判断し，誠実
に実行していこうとする判断
力を育成する。

○自分で決めたことなのに，諦めたり，投げやりになったりして，達成でき
なかったことはあるか。
○カナは，ロータリーでミカたちを待っているとき，どんな気持ちだっただろ
う。
○カナは，その日の夜，部屋で一人になったとき，どんなことを考えていた
だろう。
◎カナはベランダにいたとき，次の日ミカに会ってどんなことを伝えようと
考えていたのだろう。
○自主的に考え判断して，誠実に実行するためには，どんなことを大切に
すればよいだろう。

◆自主的に考え，判断し，誠実に実行すること
について，自分なりに考えた発言や記述が見ら
れたか。
◇登場人物の考え方をとおして，自主的に考
え，判断し，誠実に実行していこうとする判断力
を育てることができたか。

技術・家庭，
特別活動

4月
（3時
間）

5月
（3時
間）

学校の教育目標　１.自ら考え進んで行動する。　２.互いに理解し助け合う。　３.よく学び美しい心を養う。
学年の重点項目　･生徒相互が理解し信頼し合う態度を養う。　･責任をもってやりぬこうとする実践意欲を養う｡　･自他の生命を大切にする心情を養う。 　【一部抜粋】

内容項目教材名

自問清掃



7 五月の風―ミカ― B-(8) 友情，信頼 本当の友達
互いに励まし合い，高め合う
本当の友達をつくろうとする
態度を育てる。

○「五月の風」と聞いて，どんな風をイメージするか。
○カナが待ち合わせ場所に来られなかったことについて，どんな問題が考
えられるだろう。
○カナからの電話で，ミカの胸がドキドキして，カナの心細そうな声が耳か
ら離れなかったのはなぜだろう。
◎ミカが「私はカナの信頼に応えていない。」と思ったのはなぜなのかを話
し合おう。
○相手にとって心から信頼できる友達になるためには，どんなことが大切
だと思うか，まとめてみよう。

◆相手にとって心から信頼できる友達とはどん
な友達かを考え，よりよい友人関係を築いてい
こうとする発言や記述が見られたか。
◇問題解決的な学習をとおして，互いに励まし
合い，高め合う本当の友達について考えさせる
ことができたか。

技術・家庭，
特別活動

C-(11)
公正，公平，
社会正義

人権を守り､
差別をなくす

同和問題をはじめとする様々
な人権問題の早期解決を図
るために「人権を守り差別を
なくす」ことを内容とした標語
を募集し､標語づくりや標語
掲示を通して､生徒の人権意
識の高揚をはかる。

○人権とは何か。
◎人権を守り差別をなくすためにどうしたらいいか。

◆発問から人権の尊さについて自分の立場で
考えさせることができたか。
◇標語作成時に差別をなくすためにどうしたらよ
いかを考える態度が見られたか。。 特別活動

9 戦争を取材する A-(5)
真理の探究，
創造

真実を追い
求める

真理や真実を求め，理想の
実現を目指して，よりよく生き
ようとする態度を育てる。

○この写真の人を知っているか。
○ジャーナリストの仕事を選んだ山本さんに対して，あなたはどう感じただ
ろう。
○山本さんが戦場取材を始めたころの悩みは何だろう。
○息子を亡くした父親の取材をとおして，山本さんが得た決意は何だろ
う。
◎山本さんはジャーナリストとしての仕事について，どう思っていただろう。
○真実を追い求めようとするとき，どんなことが大切だろう。

◆山本さんの悩みを自分との関わりで考え，理
想の実現に向かってよりよく生きようとする発言
や記述が見られたか。
◇発問やワークシートの記入から，よりよく生き
ることについて深く考えさせることができたか。

社会，総合
的な学習の
時間

10
海と空―樫野の
人々―

C-(18)
国際理解，国
際貢献

国際社会の
一員

世界の中の日本人としての
自覚をもち，他国を尊重し，
国際的視野に立って，世界
の平和と人類の発展に貢献
しようとする態度を育てる。

○串本町とトルコには，どんなつながりがあるのだろう。
○「私」がどうしても樫野に行きたかったのは，なぜだろう。
○エルトゥールル号の人々を救助した樫野の人々の「思い」はどんなもの
だったのだろう。
◎「海と空」をつなぐ水平線と同じように，二つの救援活動をつなぐものと
はなんだろう。
○国際人として生きていくために，私たちはどんなことを大切にすればよ
いだろう。

◆「同じ人間として他国と尊重し合うことが大切
である。」「国際人としてこんな生き方をしたい。」
といった発言や記述が見られたか。
◇板書や発問などから教材中の行為や心情に
ついて深く考えさせることができたか。感想だけ
でなく自分にできることを考えさせることができ
たか。

社会

11 美しい鳥取砂丘 C-(10)
遵法精神，公
徳心

規則の役割

互いに住みよい社会を目指
す精神の大切さを理解し，調
和と規律を保つための法や
きまりを進んで守ろうとする
態度を育てる。

○私たちはなぜ，何を求めて観光をするのだろう。
○鳥取砂丘では，なぜ落書きが問題となっているのだろう。
○落書きをしている人は，どんな気持ちで落書きをしているのだろう。
◎落書きの問題を解決するためにどうしたらよいか，またその理由につい
て発表し合い，どんな考え方が大切か話し合おう。
○よりよい規則とはどんなものだと思うか，まとめてみよう。

◆社会には，法やきまりが守られない状況があ
るが，知恵を出し合って粘り強くよい方向に改善
していこうとする視点での発言や記述が見られ
たか。
◇話し合いを深めるなかで，「なぜきまりが守ら
れないのか，どうすれば少しでもよい方に改善
できるのか。」といった意見を多面的・多角的な

社会，理科

12 和樹の夏祭り C-(16)

郷土の伝統と
文化の尊重，
郷土を愛する
態度

地域の祭り
の大切さ

郷土の伝統と文化を大切に
し，地域社会の一員としての
自覚をもって，進んで郷土の
発展に努めようとする実践意
欲や態度を育てる。

○皆が考える「この町の誇り」とはなんだろう。
○和樹は，なぜ祭りが大好きなのだろう。
○地域の夏祭りの中止を聞いて，和樹はどんなことを考えただろう。
○「楽しんどるか？」という剛に「それは，こっちのセリフじゃ。」と返した和
樹は，どんなことを考えていただろう。
◎「俺らの祭り」という一言が，和樹の心に引っかかったのはなぜだろう。
○地域の伝統を絶やさないために必要なことはなんだろう。

◆地域社会の一員として，郷土の発展に努めよ
うとする発言や記述があったか。
◇生徒自身が生活する地域社会を想起させ，そ
の中での自己の生き方を考えさせることができ
たか。

社会，特別
活動

C-(10)
遵法精神，公
徳心

法やきまりの
意義

租税、納税に対する正しい知
識と理解、社会に積極的に
参画し、よりよい未来を築い
ていこうとする意欲と態度を
育てる。

○税のない世界のアニメを見ることで、税がない世界ではどんなことが困
るか話し合おう。
〇どんなことに税金が使われているか、使われるべきかを話し合おう。
◎租税が私たちの何を支えているのか(民主主義、基本的人権)まとめよ
う。

◆税についての興味関心を広げ、持続可能な
社会の形成者としての主体的な発言や記述が
あったか。
◇身の回りの税の使い方を考える話し合い活動
で、多面的・多角的に考えさせることができた
か。

社会

6月
（4時
間）

7月
（2時
間）

人権標語をつくろう

アナザーワールド



道徳科年間指導計画　第３学年

月 主題名 ねらい 主な発問（◎は中心発問）
評価のポイント
（◆ねらいについて，◇指導方法について）

A-(1)
自主，自律，
自由と責任

より高い目標
をめざして

・「自分はこれで良いのか」を
自分に問いかけ、自分で考
え､自分で清掃を行う。
・清掃を通じて､自分の心を
磨く。心を成長させる時間で
ある。

○3つの心について質問を交えながらスライドをすすめる。
➀意志(我慢をしたり､やる気を出す力）
②創造(工夫して考え出す力）
③情操(人の気持ちを考えたり、心を豊かにできる力）
●がまん清掃　●見つけ清掃　●親切清掃
◎今までの自分の清掃の姿と比べ、どうしようと感じたか。

◆スライドや発問などから，これからの清掃のあ
り方を考え，今までと違った清掃をしようと考えさ
せることができたか。
◇今年度の清掃の目的や方法を全校一斉に統
一して知らせることができたか。

総合的な学
習の時間

2 風に立つライオン D-(22)
よりよく生きる
喜び

人間の気高
さ

内なる弱さと向き合い，それ
を克服することで生きること
に喜びを見出そうとする実践
意欲を育てる。

○東アフリカ（ケニア）についてどんなイメージをもっているか。
○「僕」はアフリカへ旅立つとき，どんな気持ちだったのだろう。また,恋人
はどんな気持ちだったのだろう。
○「僕」の言う「『現在』を生きることに思い上がりたくない」とは，何を意味
しているのだろう。
◎「僕」はなぜ，「風に向かって立つライオンでありたい」と考えたのだろ
う。
○あなたが「僕」へメッセージを送るとすると，どんなメッセージになるだろ
う。

◆人間として生きることに喜びを見いだそうとす
る実践意欲が発言や記述に見られたか。
◇問い返しや補助発問で話し合いを活発にする
ことによって，考え議論する道徳を実現すること
ができたか。

音楽，総合
的な学習の
時間

3
出迎え三歩，見送り
七歩

B-(7) 礼儀
おもてなしの
心

礼儀は形と心が溶け合ったも
のであることを理解し，相手
に対して敬愛する気持ちを自
然と態度で示そうとする実践
意欲を育てる。

○グループになって，次のことを話し合おう（大切なお客様を玄関で出迎
えるとき，どのように出迎えればよいか。お客様が席を立って，玄関から帰
るまで，どのように見送ればよいか。）。
○①で話し合った，出迎え方を実際に体験し，そのときの思いを言葉にし
てみよう。
○出迎え方を体験したら，見送り方も体験し，そのときの思いを言葉にし
てみよう。
○②と③の役割を入れ替えてやってみよう。
◎「出迎え三歩，見送り七歩」を読んで，体験したこととあわせて次のこと
を話し合おう（体験したことと筆者の言う「『もてなし』の極意」とのあいだで
「共通していたところ」，「違っていたところ」は，どんなところだったか。お客
様と接するとき，どんな心構えが大切か。）。
○「もてなす」とはどんなことか，考えたことをまとめてみよう。

◆話し合いや体験中の態度や様子に，相手を
敬愛しようとする思いが見られたか。
◇それぞれの班の話し合いの内容に「おもてな
し」の工夫が見られるよう，問い返しの発問など
を構成することができたか。

国語，特別
活動

1
銀メダルから得たも
の

A-(4)
希望と勇気，
克己と強い意
志

より高い目標
をめざして

より高い目標を設定し，その
実現のために努力や希望・
勇気の必要性を理解するとと
もに，困難や失敗を乗り越え
てやり遂げようとする実践意
欲を高める。

○吉田選手は，どうして試合が終わったあともマットの上に伏せたままで
いるのだろう。
○吉田選手は，小さなときからどんな気持ちでレスリングに打ち込んでき
たのだろう。
○道場へやってくる子どもとの出会いで，吉田選手はどのような気持ちに
変化したのだろう。
◎「金メダルよりも得られるもの」とは，どんなものだろう。
○より高い目標をめざすことについて，感じたり学んだりしたことを話し合
い，まとめてみよう。

◆目標に向かって諦めずに努力する大切さや，
自分に打ち克つ強い意志の重要性を捉えた発
言や記述が見られたか。
◇写真や発問などから，より高い目標を目指す
うえでの大切さなどを，生徒自身の経験をもとに
した視点から，深く考えさせることができたか。

保健体育

5
No Charity, but a
Chance!

C-(12)
社会参画，公
共の精神

ともに生きる
社会の実現

自分たちが生活する社会に
自ら進んで参画し，よりよい
社会を実現していこうとする
実践意欲を育てる。

○中村医師は，イギリスの病院で何に気づいたのだろう。
○中村医師は，外国人選手からどのようなことを学んだのだろう。
○働く場所を作ろうと決意した中村医師の思いを考えよう。
◎中村医師は，どんな気持ちから「彼らの生きがいを失わせてはいけな
い。」と考えたのだろう。
○社会の中で生きる自信と喜びとはなんだろう。

◆よりよい社会を実現するために自分はどのよ
うな貢献ができるのか，実践意欲や態度につな
がる発言があったか。
◇中心発問で，ともに生きる社会に自ら進んで
参画しようとする中村医師の思いを考えさせるこ
とができたか。

社会，保健
体育，総合
的な学習の
時間

6 一冊のノート C-(14)
家族愛，家庭
生活の充実

家族への敬
愛

一冊のノートに書かれた祖母
の苦悩や不安，家族への思
いに気付く姿を通して，祖父
母への敬愛を深め，家族の
一員として慈しむ心情を養
う。

○あなたは自分の祖父母のことをどう思っているか。
○問題集が見つかったときや祖母の手から買い物かごをひったくったとき
の「僕」は，どんな気持ちだったのだろう。
○祖母のノートの最後の空白のページにぽつんとにじんだインクの跡を見
て，「僕」はどんな気持ちになっただろう。
◎祖母と並んで草取りをする「僕」は，どんなことを考えていたのだろう。
○家族みんなの幸せについて，深く考えてみよう。

◆「僕」に共感しながら，祖母の苦悩や不安，自
分の家族に思いを馳せる発言や記述が見られ
たか。
◇問い返しや補助発問から，自分の立場で考え
させることができたか。

技術・家庭

自問清掃

学校の教育目標　１.自ら考え進んで行動する。　２.互いに理解し助け合う。　３.よく学び美しい心を養う。

学年の重点項目　･他に学ぶ謙虚な態度を養う。　･自ら進んで奉仕しようとする実践意欲を養う｡　･いたわり励まし合う人間愛の精神を培う。     　  【一部抜粋】

内容項目

4月
（3時
間）

5月
（3時
間）

教材名



7
卒業文集最後の二
行

C-(11)
公正，公平，
社会正義

いじめを許さ
ない心

いじめの非情さへの理解を
深め，差別や偏見を見抜き，
人間として許されないことを
許さない態度を育てる。

○どんなときに楽しいと感じるか。
○「私」は，Ｔ子さんに対してとった行動をいまだに悔いている。「私」のど
んなことが問題だったのだろう。問題と考える場面や発言，行動と，そう考
える理由をまとめよう。
○Ｔ子さんが最後の二行に書いたことには，どんな思いが込められている
だろう。
◎悪いと思いながら「私」がＴ子さんにしてしまったことの中にある，人間と
しての問題は何なのかを話し合ってみよう。
○グループで話し合った内容を発表して，学級全体で「いじめ」の根深さに
ついて考え合おう。
○「私」が，自分の行いを悔いて生きてきたことについて，これからの自分
の生き方に照らして考えてみよう。

◆いじめがいかに差別的で人間として許されな
いものであり，加害者が相手の痛みに無頓着，
傲慢であることに気づくような発言や記述があっ
たか。
◇主人公の心情理解のみでなく，生徒が自分自
身の問題として捉え，今後の人生に生かしてい
こうとする実践意欲と態度を高められる授業構
想であったか。

特別活動

8
思いを伝えることの
難しさ

B-(9)
相互理解，寛
容

互いの思い
の伝え方

人間関係を築き相互理解を
深めるために，自分の思いを
適切に相手に伝えることにつ
いて考え，相手の思いを素直
に取り入れる寛容の心を養
う。

○「思いを伝えることの難しさ」を読んだ感想を，隣どうしで話し合ってみよ
う。
○なぜ，はっきりとした物言いを避ける傾向があるのか考えてみよう。
○二人ペアになって，会話をしてみよう。
○二人ペアになって，同じ場面で，「微妙」という言葉を使わずに表現して
みよう。
◎自分の思いを相手に伝えるとき，どんな考え方が大切か話し合おう。
○今までの体験や今日の学習を振り返り，考えたことまとめてみよう。

◆二人ペアの体験的な活動をとおして，互いに
思いを伝えあうときの基本的な考え方や態度に
関する発言などが見られたか。
◇体験的な活動によって，実感を伴って深く考
えさせることができたか。

国語，数学，
特別活動

C-(11)
公正，公平，
社会正義

人権を守り､
差別をなくす

同和問題をはじめとする様々
な人権問題の早期解決を図
るために「人権を守り差別を
なくす」ことを内容とした標語
を募集し､標語づくりや標語
掲示を通して､生徒の人権意
識の高揚をはかる。

○人権とは何か。
◎人権を守り差別をなくすためにどうしたらいいか。

◆発問から人権の尊さについて自分の立場で
考えさせることができたか。
◇標語作成時に差別をなくすためにどうしたらよ
いかを考える態度が見られたか。。

特別活動

10
命のトランジットビ
ザ

C-(18)
国際理解，国
際貢献

人類愛，つな
がる命

国際的視野に立ち，人類愛
について理解を深め，世界の
平和と人類の幸福に貢献し
ようとする心情や態度を育て
る。

○天井を見つめ，深いため息をついた杉原は，どんな思いだっただろう。
○許可が出なくても諦めず二度目の電報を送る杉原には，どんな思いが
あっただろう。
◎「皆さんにビザを発給します。」と叫んだとき，杉原はどんなことを考えて
いたのだろう。
○世界のどこにいても，人間として正しいことを行い，世界平和に力を尽く
すためには，何が大切だろう。

◆ユダヤ人を救おうと決心した杉原千畝をとお
して，世界の平和や人類の幸福を大切に思う発
言や記述が見られたか。
◇外交官としての職責や家族の安全と，人種を
越えた命の大切さとの間で苦悩する杉原千畝の
心の動きをとおして，多面的・多角的に深く考え
させることができたか。

社会，外国
語，総合的な
学習の時間

11
エリカ―奇跡のいの
ち―

D-(19) 生命の尊さ
生きているこ
との奇跡

生命の尊さを理解し，かけが
えのない自他の生命を尊重
する態度を養う。

○いつ，どこで生まれ，どんな名前かもわからない状況をどう思うか。
○母親は，どんな思いでエリカを汽車から外に放り投げたのだろう。
○女の人は，なぜ危険を犯してまで，エリカをひきとったのだろう。
◎エリカはどんな思いで「わたしのかけがえのないいのちは，いまもかが
やいているのです。」と言っているのだろう。
○命の連続性について考えてみよう。

◆生かされていることの尊さや生命のつながり，
かけがえのない生命を軽々しく扱ってはならな
いとする態度が，発言や記述に見られたか。
◇母親や育ててくれた女の人の思いと「わたし
の星」にかける思いを考えさせることで，生命の
尊さについて深く考えさせることができたか。

社会

12 新しい夏のはじまり A-(3)
向上心，個性
の伸長

前向きな生
き方

自己を見つめ，これまでの自
分を冷静かつ客観的に振り
返るとともに，経験を生かし
た自分らしい新しい生き方を
しようとする態度を育てる。

○体育館に一人で立ちつくしていたとき，亜樹はどんな気持ちでいただろ
う。
◎亜樹が体育館のとびらを勢いよくしめたのは，どんな思いがあったから
だろう。
○教材から考えたことや友達の意見を聞いて，友達や後輩に伝えたい今
の気持ちを考えてみよう。
○努力を無駄にしないため，どのように毎日を送ればよいか具体的な方
法を考えてみよう。

◆自分自身を見つめ，経験を活かした生き方を
しようという発言や記述が見られたか。
◇やってきたことが無意味だったのではないか
と捉えていた主人公が，それに意味を見出そう
と心情を変化させたことに気づかせることができ
たか。

保健体育，
特別活動

人権標語をつくろう

6月
（4時
間）

7月
（2時
間）



 

え？税金？ ～税に関するアンケート～     ① 

佐伯市立直川中学校 

１年次実施アンケート 

 （   ）年  名前（          ） 

 

税金について、今のあなたの考えを教えてください。 

 

番号 質  問 回答項目 回答欄 

 

１ 

家庭で税金に関する話を聞い

たり、話したりしたことがあり

ますか？ 

ア、よくある 

イ、ときどきある 

ウ、あまりない 

エ、ない 

 

 

２ 

税金に関するニュースをテレ

ビや新聞で見たり、聞いたりし

たことがありますか？ 

ア、よくある 

イ、ときどきある 

ウ、あまりない 

エ、ない 

 

 

３ 

税金が役に立っていると思う

ことがありますか？ 

ア、よくある 

イ、ときどきある 

ウ、あまりない 

エ、ない 

 

 

４ 

税金を納めることをどのよう

に思いますか？ 

ア、当然である 

イ、仕方ない 

ウ、必要ない 

 

 

 

５ 

税金は何歳から納めているか

知っていますか？ 

ア、年齢に関係ない 

イ、１８歳以上 

ウ、２０歳以上 

エ、働き始めてから 

オ、知らない 

 

 

その他、税について質問や意見があったら、書いてください。 

                    ご協力ありがとうございました。 

 



その他、税について質問や意見があったら、書いてください。 ※初回実施(2018 年 6 月 11 日)の「租税アンケート」より 

    １学年                              ２学年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      ３学年 

 

 

・宝くじで１等が出たら税金は払うんですか？  

・税には、なぜたくさんの種類があるのですか？ 

・もしも税金を納めなかったらどうなるのですか？ 

・年金と税金は同じですか？ 

・税金をどんなことに使っているのですか？ 

・税金の額は、何年かたったら変わるのですか？ 

・税金の種類は何個あるのですか？ 

・税金は、いつごろできたのですか？ 

・働いていなくて、税金を納めなかったら捕まるのですか？ 

・スーパーも小さな小売店も、税金がついているのですか？ 

・家庭で税金のことを話すと、何の得があるのですか？ 

・今まで税金がなかったら、日本はどうなっていますか？ 

・税金が足らないときがあるのですか？ 

・税金を納めることを、嫌がる人がいるのですか？ 

・税金に、悪いところがありますか？ 

・もう少し税金を高くして他の国からの借金を減らしてほしい。 

・カナダのように、病院代を税で補ってほしい。 

  ・税金を払ったら、年金として６０歳位になった時返ってくると聞い 

   たことがあるのですが、払った額と同じ額が年金として返ってくる 

   のですか？ 

・税金を払わない人は、年金がないのですか？  

 

 

・年金を払わなかったらどうなるのですか？  

・なぜ税金はそんなに高いのですか？ 

・税金はもっと安くていいのではないですか？ 

 

・消費税はこれからも上がり続けますか？  

・税金って何ですか？ 

・一人につき、どれくらい払っているのですか？ 

・年齢によって、納める税金に差があるのですか？ 

・消費税はどれくらいまで上がっていきそうですか？ 

・消費税の、メリットとデメリットを教えてください。 

・消費税はなぜ、高くなっていくのですか？ 

・税金で、助けられたことがありますか？ 

  

 









(







（租税作文） 

 
「 

助
け
合
う
税
員
で 

」 

 
 
 
 

佐
伯
市
立
直
川
中
学
校 

二
年 

 

木
許 

千
遥 

 

『
税
金
に
助
け
ら
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
』
と
聞
か
れ
、

『
い
い
え
』
と
答
え
る
人
は
い
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

私
は
今
ま
で
、
日
本
の
国
民
の
人
々
が
納
め
て
き
た
税
金
に

よ
り
、
助
け
ら
れ
た
こ
と
が
幾
度
と
な
く
あ
り
ま
す
。 

例
え
ば
、
病
院
に
行
く
時
の
医
療
費
免
除
や
、
道
路
が
整
備

さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
安
全
に
登
校
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ

て
い
る
こ
と
な
ど
で
す
。
税
金
に
よ
り
助
け
ら
れ
て
い
る
の
は
、

私
の
よ
う
な
未
成
年
だ
け
で
は
な
く
、
父
や
母
、
祖
父
母
な
ど
、

た
く
さ
ん
の
日
本
国
民
が
税
金
に
よ
り
、
助
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

で
は
、
税
金
と
い
う
も
の
は
、
一
方
的
に
助
け
ら
れ
て
い
る
、

ま
た
は
、
助
け
て
い
る
と
い
う
状
態
が
成
立
し
て
出
来
て
い
る

も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
違
い
ま
す
。
未
成
年
者
も
高

齢
者
も
「
全
員
」
で
「
税
員
」
に
な
っ
て
い
ま
す
。
未
成
年
で
も
、

消
費
税
を
払
う
こ
と
に
よ
り
、
社
会
保
障
に
役
立
て
ら
れ
て
い

ま
す
。
私
た
ち
が
、
安
全
で
、
安
心
し
た
生
活
を
送
る
た
め
に

は
、
税
金
は
不
可
欠
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。 

で
す
が
、
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
も
し
、
税
金
の
無
い
世
界
だ
っ

た
ら･

･
･
･

。
今
ま
で
、
長
期
に
渡
っ
て
学
習
し
て
き
た
税
金
に

つ
い
て
、
そ
の
租
税
教
育
の
中
で
は
「
税
金
が
無
か
っ
た
ら
、
火

事
が
起
き
て
も
、
救
急
車
を
呼
ぶ
お
金
が
無
く
て
、
火
が
消
せ

な
い
」「
お
金
が
無
い
か
ら
学
校
に
通
え
な
い
子
ど
も
が
出
て
く

る
」「
ゴ
ミ
を
回
収
す
る
人
が
い
な
い
か
ら
、
町
が
ご
み
だ
ら
け

に
な
っ
て
し
ま
う
」
等
と
、
習
っ
て
き
ま
し
た
。 

私
は
今
ま
で
、
そ
う
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、

も
し
税
金
が
無
い
世
界
だ
っ
た
ら
、
助
け
て
も
ら
わ
な
い
代
わ
り

に
、
助
け
な
く
て
も
い
い
、
つ
ま
り
、
お
金
を
支
払
わ
な
く
て
済
む

と
い
う
こ
と
に
な
る
か
ら
で
す
。
今
ま
で
支
払
っ
て
き
た
お
金
が
、

手
元
に
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
た
め
、
教
育
費
が
払
え
な
い
、
消

費
す
る
お
金
が
足
り
な
い
、
ゴ
ミ
収
集
車
を
呼
ぶ
お
金
が
な
い
、
と

い
う
よ
う
な
こ
と
は
、
な
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
し
た
。 

で
す
が
、
そ
れ
は
違
っ
て
い
ま
し
た
。 

も
ち
ろ
ん
、
経
済
的
な
面
で
も
、
人
々
が
全
く
の
補
助
な
し
で
、

お
金
に
ゆ
と
り
を
持
ち
、
生
活
す
る
こ
と
は
、
不
可
能
だ
と
思
い
ま

し
た
。
ま
た
、
後
世
を
担
う
人
材
を
育
て
る
た
め
に
、
み
ん
な
で
お

金
を
出
し
合
い
、
人
が
、
安
全
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
を
整
え

る
こ
と
が
大
切
だ
と
言
う
こ
と
に
、
気
づ
き
ま
し
た
。 

私
た
ち
の
税
金
に
よ
り
無
償
で
配
布
さ
れ
た
教
科
書
に
は
、
こ
う

書
か
れ
て
い
ま
す
。
「
こ
の
教
科
書
は
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
を
担
う

み
な
さ
ん
へ
の
期
待
を
込
め
、
税
金
に
よ
っ
て
無
償
で
支
給
さ
れ
て

い
ま
す
。
大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う
」 

私
た
ち
の
よ
う
な
、
義
務
教
育
の
下
で
育
て
ら
れ
て
い
る
人
間

は
、
ひ
と
り
一
人
が
、
将
来
に
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
期
待
に

見
合
う
人
間
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
現
世
だ
け
で
無
く
、
後
世

を
残
す
た
め
に
、
税
金
を
払
う
必
要
が
あ
る
の
で
す
。 

「
全
員
で
、
税
員
」
に
！
「 

私
た
ち
は
、
こ
の
目
標
の
意
義
を
提

示
す
る
必
要
が
あ
る
と
、
あ
ら
た
め

て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

 

令
和
元
年
度 

佐
伯
市
薬
剤
師
会
会
長
賞 



平成３１年度 
 
【指導・助言者】 
大分県教育庁義務教育課 

指導主事   長谷部 英樹

大分県教育庁佐伯教育事務所 
指導主事   牧野 裕光  

佐伯市教育委員会学校教育課 
指導主事   御鱗 角治 

 
大分税務署 

税務広報広聴官 小倉 大助 
税務広報広聴官 益永 寿美 

 
 
【研究同人】 

 
 

令和元年度 
 
【指導・助言者】 
大分県教育庁義務教育課 

指導主事   長谷部 英樹 
大分県教育庁佐伯教育事務所 

指導主事   野々下 睦代 
佐伯市教育委員会学校教育課 

指導主事   御鱗 角治 
 
大分税務署 

税務広報広聴官 小倉 大助 
税務広報広聴官 益永 寿美 
税務広報広聴官 西ノ園 亮太 

         
【研究同人】 
 

校 長 
教 頭 
教 諭 
教 諭 
養護教諭 
教 諭 
教 諭 
教 諭 
教 諭 
教 諭 

臨時講師 
非常勤講師 

スクールカウンセラー 
学校主事 

 

柳井 雅子 
市川 満 
立石 俊夫 
木許 省二 
染矢 幸子 
宗  典子 
戸髙 文世 
小野 恵 
野﨑 紋子 
山田 紘一 
井川 陽子 
冨髙 強 
仲野 照代 
白井 美豊 
 

校 長 
教 頭 
教 諭 
教 諭 
養護教諭 
教 諭 
教 諭 
教 諭 
教 諭 
教 諭 

非常勤講師 
スクールカウンセラー 
学校主事 

 

柳井 雅子 
市川 満 
立石 俊夫 
久保田 信彦 
染矢 幸子 
高山 岳士 
宗  典子 
戸髙 文世 
小野 恵 
野﨑 紋子 
外山 範雄 
滝川 美樹 
白井 美豊 
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さあZeroCircleで学んだ事をプレゼンしよう！
ZeroCircle（C） １Ｃ ２Ｃ ３Ｃ ４Ｃ ５Ｃ

【租税教育の目標】 【Circle目標】 【Circle目標】 【Circle目標】 【Circle目標】 【Circle目標】

友や地域と協働しながら

主体的に社会に貢献しよう！

1年租税教育目標 森 崎 大 井 渡 邉 風 戸

１ 「税の知識と理解」

学 租税教室１

年 林業体験

２年租税教育目標 野々下 橋本翔 木 許 山 本 鵜 戸

「税の有効利用」 河村陸 谷 川 小田部 尾 形 下川翔

２ 租税教室３ 河村彪

学 企業訪問

年 職場体験

修学旅行

３年租税教育目標 山 崎 阿 部 甲 斐 髙 原 小 野

３ 「税が築く未来社会」 増 尾 安 土 橋本愛 下川あ 三 宮

学 租税教室３

年 直川塾

福祉体験

ＡＰＵ訪問

担当の先生 野 﨑 小 野 戸 髙 宗 高 山

第 １ Ｃ 未来の直川の福祉と税の使いみちについて、提言をしよう。

第 ２ Ｃ ふるさとの森林を守るための森林環境税について、提言しよう。

第 ３ Ｃ 「日本を元気にするふるさと納税」について、調べてみよう。

第 ４ Ｃ 中学生の日常を奪う災害と税との関係について、考えよう。

第 ５ Ｃ 観光客から集める税と佐伯市の税収を増やす方法について、考えよう。

１学年の総合学習「林業体験」を通して、直川の林業を中心とした税の仕組み

や林業環境税や事業税について調べ、その必要性や問題点をまとめて、Circle
内でシェアする。

道徳教育や租税教室１から学んだことをCircle討議で活かす。

２学年の総合学習「企業訪問」「職場体験」で、実際に地域のさまざまな職種と税について、

地域の人々の生の声を収集し、それをもとに税制の課題やあるべき姿をCircle内でシェアす

る。

修学旅行の自主研修において、観光税などへの意見を京都の土産物店や観光客にインタビュー

する活動を通して、具体的な新設税について学ぶ。

道徳教育や租税教室１～３で学んだ事をCircle討議で活かす。

３学年の総合学習「直川塾」を通して、ふるさと直川のの今と未来のために、どのような税制が必要かを考

え、それをCircle内で提案し、各学年が学んできたことをまとめて、表現する。

「福祉体験」を通して、介護や福祉施設など社会を支えていく税制のこれからのあり方についてCircle内でシ

ェアする。ＡＰＵ訪問を通じて、外国の税制や留学生の意見を集め、インバウンド政策を進めていく際の留意

点などを考える。道徳教育や租税教室１～３で学んだことをCircl討議で活かす。

社会科公民経済単元で学んだ持続可能な社会の形成のため不可欠な税制について、Circle内でシェアする。

学ぼう

税！ 郷 熱血根性 教学相長森林希気
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